
静 岡 商 工 会 議 所 報［シング］
2019年7月1日発行　第112号（毎月1日発行）

※今川義元公生誕五百年祭の本年、今川さんが静岡のホットスポットを訪問します。

表紙写真撮影：望月敏秀さん（静岡市市民カメラマン）

今川さんぽ 「安倍川花火大会」

静
清
バ
イ
パ
ス
へ
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待

平
成
３０
年
度
事
業
報
告

今
川
義
元
公
生
誕
五
百
年
祭

安倍川花火大会は、昭和28年（1953年）に戦没
者の慰霊と鎮魂、そして地域の復興への祈りを込
めて始まりました。例年7月最終土曜日に開催さ
れ、今年で66回目を迎えます。今回も尺玉や大仕
掛、大型スターマインなど、大迫力の花火をお楽
しみいただけます。現在では本市を代表する夏の
風物詩として定着、観客数約60万人と言われる
大会規模になりました。今年は７月27日（土）開
催、皆様ぜひお誘い合わせの上ご観賞ください。



静清信用金庫
「かけるくん・きくのちゃん」
スタンプ40種類セット［¥120（50コイン）］
スタンプショップで検索 かけるくんきくのちゃん

※スタンプは当金庫が直接販売するものでなく、LINE㈱が提供しているサービスです。
　また、取扱いにかかる分配金は、社会福祉に資する団体に全額寄付いたします。

せいしんは、地域の事業者の皆さまを応援します

かけるくん きくのちゃん



静岡の経済指標　２０１9年6月発表データ
静岡のマーケットの動きを把握するため参考になる数値を紹介します。

静岡市人口（葵区）６月

静岡市人口（駿河区）６月

静岡市人口（清水区）６月

静岡市人口（合計）６月

静岡県百貨店販売額４月

静岡県乗用車（新車）登録台数５月

静岡県新設住宅着工戸数４月

清水港輸出総額４月

ハローワーク静岡  新規求人数４月

前年同月比

前年同月比

前年同月比

前年同月比

前年同月比

前年同月比

前年同月比

前年同月比

前年同月比

前年同月比

前年同月比

前年同月比

前年同月比

前年同月比

前年同月比

前年同月比

前年同月比

前年同月比

２４９,４４４人

２１０,９５３人

２３２,０１８人

６９２,４１５人

５９．２７億円

６,５５８台

１,８８５戸

１,４８４.７１億円

４,１９５人

１０４,７４８世帯

９４,０９２世帯

９５,６６１世帯

２９４,４３８世帯

２５９．７９億円

８３０台

３２５.１８億円

９８２.１１億円

１,６６８人

静岡市世帯数（葵区）６月

静岡市世帯数（駿河区）６月

静岡市世帯数（清水区）６月

静岡市世帯数（合計）６月

静岡県スーパー販売額４月

静岡県貨物車（新車）登録台数５月

静岡県公共工事請負金額５月

清水港輸入総額４月

ハローワーク清水  新規求人数４月

出典：人口＝静岡市、百貨店・スーパー販売額＝経済産業省、登録台数＝日本自動車販売協会連合会、住宅着工戸数＝静岡県、公共工事請負金額＝東日本建設業保証㈱、清水港貿易＝名古屋税関、求人数＝静岡労働局

＋７５７世帯

＋７５０世帯

＋４６４世帯

＋１,９７１世帯

－１．３億円

＋３６台

＋１８.３５億円

＋８２.４億円

－４０６人

－１,１４２人

－６６０人

－２,２４８人

－４,０５０人

－２．０４億円

＋３０６台

－１６０戸

－１０３.７４億円

－１,３９９人

※「Sing」は、静岡のS、現在進行形ingを組み合わせ、商工会議所が前進し、
　明るい歌が響く未来をイメージしたタイトルです。
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・安倍の市（静岡浅間通り商店街）

　

　

　

・夏季融資相談会(～7/12 静・清)　・許認可・著作権相談会（静）

・後継なんでも相談会（静）

・創業支援相談会（清）　・WEB活用・情報化相談会（静・清）

・法律相談会（静）

・税務相談会（静）　・練習帆船「海王丸」入港(清水港)

・第9回ビジネスマネジャー検定試験　

・聖一国師顕彰会 博多祇園山笠視察会(福岡市)

　

　

・労務相談会（静）　・会員サロン（静）

　

　

・消費税事業セミナー「軽減税率制度の影響を対応③」（駅ビルパルシェ）

・発明・特許相談会（静）　・後継なんでも相談会（静）

　

・朝顔まつり(入江商店会)

・第42回福祉住環境コーディネーター検定試験　・聖一国師水汲みの儀(葵区栃沢)
・七日市(入江商店会)　・七夕まつりカラオケ大会(清水駅江尻口よってこ商店街)

・七夕まつり・七夕バザール(静岡市民会館通り商店会)
・てんま夏まつり(伝馬町発展会)　・清水エスパルスVSヴィッセル神戸(アイスタ)

・マル経資金説明相談会(静・清)　・県信用保証協会「経営相談会」(静)
・デザイン相談会(静岡市文化・クリエイティブ産業振興センター)
・第67回清水七夕まつり(～7/7 清水銀座、清水駅前銀座、
清水中央銀座、清水駅江尻口よってこ商店街)

・法律相談会（清）　・後継なんでも相談会（清）
・税務相談会（清）　・清水巴川灯ろうまつり(稚児橋～港橋)

・第84回リテールマーケティング(販売士)検定試験
・清水港開港120周年開港祭(～7/15 日の出会場、江尻会場)

・第26回環境社会<eco>検定試験
・銀ぶらマルシェ(清水駅前銀座商店街)

・マル経資金説明相談会（静・清）　・WEB活用・情報化相談会（清）
・特許相談会（清）　・第36回日本平まつり(日本平ホテル 野外庭園)
・法律相談会（静）　・第108回常議員会（清）
・第45回長谷通歩行者天国夏まつり(～7/26 長谷通商店街振興会)
・税務相談会（静）　・昼の芸妓の踊り鑑賞会(なすび総本店)
・セミナー「SNS販促で販路拡大する方法」(静岡第一ホテル)
・鷹の市＆駿府市(鷹匠1丁目・駿府町1区発展会)
・コマカツ(駒形通四丁目商店街)　・第66回安倍川花火大会(安倍川橋上流)
・安倍川花火大会おもてなし(七ぶらシネマ通り繁栄会)

・客船「にっぽん丸」入港(清水港)
・大規模工場長との交流会(グランディエールブケトーカイ)

・紺屋町クラフト市(～7/21 静岡紺屋町名店街)
・七間町青空市(～7/21 七間町名店街)
・清水エスパルスVS FC東京(アイスタ)

・一日公庫（静）
・静岡商工会議所ビジネススクール④経理実務講座（静）

・マル経資金説明相談会（静・清）　・許認可・著作権相談会（清）
・一日公庫（清）　・司法書士相談会（静）　・健康相談（静）
・デザイン相談会(静岡市文化・クリエイティブ産業振興センター)
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※（静）は静岡事務所、（清）は清水事務所での開催

【 セミナー・イベント カレンダー 】

清水港開港120周年特集マンガ
「Ｉ ＬＯＶＥ 清水港」④

新会員ご紹介
2019年1月1日～4月30日

写真で見る静岡商工会議所の動き
5月～6月の会議所事業

今川義元公生誕五百年祭
・今川義元公合同法要
・今川義元公大好き宣言
・今川シンポジウム

しずおか味な店
ハーブの力で薔薇のように綺麗でいられるカフェ
カフェ　ミナローザ

東京からこんにちは
しっかり三食、睡眠が活力源
医師　柳澤弥太郎さん

しごとなでしこ
「一期一会」お客様とのコミュニケーションを大切にしています
トヨタカローラ静岡㈱　早川知里さん
静岡の未来
静岡の魅力をアピール！県外に出た若者が戻りたくなる、移住者がふえるよう貢献
㈱ライフ　大石真司さん

わたしの商工会議所活用法
創業者育成室
山本達巳さん／西村　哲さん
誌上経営相談
外国人雇用に臨むための準備と心得
㈱ありがとう　櫻井　渉さん

わが社自慢の商品・サービス
港湾・交通運輸特集、会員各社

2019年度部会事業
鹿児島おぎおんさぁ

港湾・交通運輸部会特集
清水立体事業が進む
事業化５０周年を迎えた
静清バイパスへの期待

商店街 夏のイベント情報

平成30年度事業報告・収支決算

清水港客船等入港情報



清水立体事業が進む
事業化５０周年を迎えた
静清バイパスへの期待

1
9
6
8
年（
昭
和
343

バ

年
）に
事
業
着
手
し
た
国
道
１
号
静
清
バ
イ

パ
ス（
延
長
2
4
．2
k
m
）が
、事
業
化
50
周
年
を
迎
え
た
。東
名・新

東
名
高
速
道
路
に
加
え
、中
部
横
断
自
動
車
道
と
の
結
節
路
で
、静
岡

市
南
北
へ
の
流
通
路
、物
流
拠
点
の
清
水
港
や
沿
岸
部
へ
の
重
要
路

線
、静
清
都
市
圏
の
経
済
発
展
に
欠
か
せ
な
い
路
線
と
し
て
、今
ま
で

以
上
に
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

昨
年
12
月
に
全
線
４
車
線
化
さ
れ
、唯
一
立
体
化
さ
れ
て
い
な
い
清

立
体
化
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
中
、

水
地
区
の
立

50
年
を
振
り
返
る

経
済
発
展
や
ま
ち
づ
く
り
に
大
き
く
関
わ
る
静
清
バ
イ

と
と
も
に
、割

や
今
後
の
事
業
計
画
、ま
た
未
来
に
向
け
た「
道
づ
く

パ
ス
の
役
割て

、産・学・官
の
関
係
者
が
意
見
を
交
わ
し
た
。

り
」に
つ
い
て国

土
交
通
省 

静
岡
国
道
事
務
所
長

静
岡
市 

建
設
局
長

静
岡
商
工
会
議
所 

港
湾・交
通
運
輸
部
会
長

〔
㈱
天
野
回
漕
店　

代
表
取
締
役
社
長
〕

東
海
大
学 

海
洋
学
部 

環
境
社
会
学
科 

教
授

㈱
建
通
新
聞
社 

静
岡
支
社
長

〈
出
席
者
〉

〈
進
行
役
〉

隅
蔵
雄
一
郎 

氏

伊
東
正
高 

氏

山
田
英
夫 

氏

東 

惠
子 

氏

白
井
裕
康 

氏

清
水
立
体
整
備
の
背
景
や

効
果
と
今
後
の
整
備
方
針

　

整
備
効
果
と
し
て
、渋
滞
解
消
に
よ
る

通
過
時
間
の
短
縮
は
も
ち
ろ
ん
、国
道
１

号（
現
道
）の
死
亡・重
傷
事
故
件
数
が
約

６
割
減
少
す
る
な
ど
、交
通
環
境
の
改
善

に
寄
与
し
て
い
る
。

　

全
線
４
車
線
開
通
に
よ
り
、1
9
9
7

年
の
全
線
２
車
線
時
に
比
べ
て
通
過
時

間
が
約
４
割
短
縮
し
た
。今
後
は
中
部

横
断
自
動
車
道
、清
水
港
へ
の
ア
ク
セ
ス

港湾・交通運輸部会特集

隅
蔵
：
1
9
6
8
年
、静
岡
の
市
街
地
が

大
渋
滞
し
、そ
の
流
れ
を
郊
外
に
迂
回
さ

せ
る
画
期
的
な
事
業
と
し
て
ス
タ
ー
ト

し
、こ
れ
ま
で
県
内
の
産
業
や
物
流
、観

光
を
支
援
す
る
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
き
た
。

隅
蔵

※
出
席
者
の
所
属・役
職
は
、2
0
1
9
年
３
月
27
日
時
点
。

清水立体東名清水ＩＣ付近イメージ清水立体東名清水ＩＣ付近イメージ清水立体東名清水ＩＣ付近イメージ

（
情
報
提
供
：
国
土
交
通
省
静
岡
国
道
事
務
所
）



山
田
：
利
用
者
の
立
場
か
ら
言
う
と
、私

ど
も
は
清
水
港
を
利
用
さ
れ
て
い
る
藤

枝・焼
津・大
井
川
周
辺
の
お
客
様
の
輸

出
商
品
引
き
取
り
や
輸
入
商
品
の
配
送

業
務
を
行
っ
て
い
る
。昨
年
12
月
に
開
通

し
た
牧
ヶ
谷
〜
丸
子
Ｉ
Ｃ
間
の
４
車
線
化

は
、ド
ラ
イ
バ
ー
の
負
担
軽
減
に
つ
な
が
っ

た
。時
間
短
縮
以
上
に
渋
滞
に
よ
る
精
神

的
な
ス
ト
レ
ス
が
減
っ
た
と
い
う
こ
と
が

大
き
く
、時
間
だ
け
で
は
見
え
な
い
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
。

静
岡
市
の
ア
ク
セ
ス
道
路

整
備
計
画

と
な
る
清
水
立
体
事
業
を
進
め
て
い
く
。

　

清
水
立
体
は
、国
道
１
号
静
清
バ
イ
パ

ス
の
起
点
に
位
置
し
、信
号
が
連
続
、唯
一

平
面
区
間
と
し
て
残
る
静
岡
市
清
水
区

横
砂
東
町
〜
八
坂
西
町
を
結
ぶ
延
長

2
．4
k
m
を
高
架
構
造
に
す
る
事
業
。

中
部
横
断
自
動
車
道
の
開
通
や
、利
用

が
拡
充
さ
れ
る
清
水
港
、新
興
津
コ
ン
テ

ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
と
の
接
続
に
よ
り
、清
水

立
体
は
全
方
位
の
結
節
区
間
の
要
と
な

り
、清
水
地
区
の
さ
ら
な
る
拠
点
形
成
の

一
角
を
担
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　

中
部
横
断
自
動
車
道
が
南
北
軸
な

ら
、清
水
立
体
は
東
西
軸
の
強
化
、南
北

か
ら
の
交
通
や
拡
張
す
る
清
水
港
の
物

流
の
受
け
皿
と
し
て
東
西
軸
の
強
化
が

重
要
だ
。

伊
東
：
静
岡
市
で
は
国
道
１
号
バ
イ
パ
ス

の
ア
ク
セ
ス
と
し
て
、こ
れ
ま
で
に
国
道

3
6
2
号（
羽
鳥
安
西
工
区
）な
ど
の
整

備
が
完
了
し
、現
在
は
主
に
県
道
清
水

富
士
宮
線
の
工
事
を
進
め
て
い
る
。

　

ま
た
、新
東
名
高
速
道
路「
新
静
岡
イ

ン
タ
ー
チ
ェン
ジ
」へ
の
ア
ク
セ
ス
と
し
て
、

県
道
井
川
湖
御
幸
線
が
整
備
中
だ
。

　

そ
の
他
、本
年
秋
に
完
成
予
定
で
あ
る

東
名
高
速
道
路「
日
本
平
久
能
山
ス
マ
ー

ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェン
ジ
」への
ア
ク
セ
ス
と
し

て
、県
道
山
脇
大
谷
線（
大
谷
工
区
）の
整

備
が
昨
年
10
月
に
完
成
し
、物
流・観
光

交
流
機
能
の
強
化
が
進
む
国
際
拠
点
港

湾「
清
水
港
」へつ
な
が
る
国
道
1
5
0

号
の
整
備
を
引
き
続
き
進
め
て
い
く
。

　

さ
ら
に
、富
士
山
世
界
文
化
遺
産
の
構

成
資
産
で
あ
る「
三
保
松
原
」への
ア
ク
セ

ス
道
路
の
整
備
も
順
次
進
め
て
い
る
。

増
え
続
け
る
コ
ン
テ
ナ
取
扱
量
、

清
水
立
体
早
期
整
備
に
期
待

　

清
水
港
の
コ
ン
テ
ナ
取
扱
量
は
、30
年

前
と
比
較
す
る
と
４
倍
程
度
に
増
え
て

い
る
。昨
今
は
、お
客
様
か
ら
コ
ン
テ
ナ
を

直
接
倉
庫
に
じ
か
付
け
す
る
要
望
や
、

R
O
R
O
船
と
呼
ば
れ
る
ト
レ
ー
ラ
ー
の

車
両
が
収
納
可
能
な
貨
物
船
の
普
及
で

バ
イ
パ
ス
を
利
用
す
る
車
両
台
数
の
増

加
、大
型
化
が
進
ん
で
い
る
。

　

ま
た
、中
部
横
断
自
動
車
道
の
開
通
に

よ
る
長
野
県
方
面
へ
の
集
荷
拡
大
に
期

待
を
寄
せ
て
い
る
。

　

清
水
港
は
乗
客
が
2,
0
0
0
人
規
模

の
ク
ル
ー
ズ
船
の
寄
港
も
増
え
て
き
て
い
る

が
、清
水
港
で
の
滞
船
時
間
は
短
く
、限
ら

れ
た
時
間
で
静
岡
県
内
を
効
率
よ
く
周

遊
で
き
る
ル
ー
ト
の
確
立
は
急
務
と
なって

い
る
。観
光
客
に
静
岡
の
良
さ
を
広
域
的

に
体
験
し
て
い
た
だ
く
意
味
で
も
、早
期
の

清
水
立
体
整
備
に
期
待
し
て
い
る
。

　

東
：
日
本
三
大
美
港（
神
戸・長
崎・清

水
）の
一つ
と
し
て
、四
半
世
紀
に
わ
たって

「
清
水
港・み
な
と
色
彩
計
画
」に
携
わ
っ

て
き
た
が
、行
政
、港
湾
事
業
者
の
方
々

国土交通省 
静岡国道事務所長

隅蔵雄一郎 氏

静岡商工会議所 
港湾・交通運輸部会長

山田英夫 氏

伊
東

山
田

東

港湾・交通運輸部会特集部会特集 清水立体事業が進む事業化５０周年を迎えた静清バイパスへの期待

清水立体区間
本格工事着手

延長2.4km

静岡駅静岡駅静岡駅

東名高速道路東名高速道路東名高速道路

中部横断自動車道中部横断自動車道中部横断自動車道

※清水立体事業と合わせ撤去予定※清水立体事業と合わせ撤去予定※清水立体事業と合わせ撤去予定
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東
京
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屋
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清水港清水港清水港
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清見寺IC清見寺IC清見寺IC 興津IC興津IC興津IC

牧ヶ谷IC牧ヶ谷IC牧ヶ谷IC

※※



重
要
。

　

ま
た
、国
道
１
号
の
現
道
は
、国
が
管
理

す
る
道
路
と
し
て
は
全
国
で
も
珍
し
い
駅

前
を
通
る
道
路
で
、静
岡
駅
前
の
再
開
発

も
進
め
ら
れ
て
い
る
。中
心
市
街
地
の
活
性

化
に
つ
な
が
る
道
路
づ
く
り
も
重
要
だ
。

伊
東
：
静
岡
市
で
は
、2
0
1
5
年
度

か
ら
2
0
2
2
年
度
ま
で
を
計
画
期
間

と
す
る「
第
２
次
静
岡
市
の
み
ち
づ
く

り
」で
、①
地
域
活
性
化
に
貢
献
す
る
み

ち
づ
く
り
、②
充
実
し
た
暮
ら
し
を
支
え

る
み
ち
づ
く
り
、③
持
続
可
能
な
生
活
基

盤
を
構
築
す
る
み
ち
づ
く
り
、④
大
規
模

災
害
に
備
え
る
み
ち
づ
く
り
の
４
つ
を
基

本
方
針
と
し
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

　

ま
た
、今
あ
る
構
造
物
を
計
画
的
に

管
理
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、壊

れ
て
か
ら
直
す
の
で
は
な
く
、定
期
的
に

点
検
し
、維
持
管
理
す
る
予
防
保
全
に

努
め
て
い
き
た
い
。

山
田
：
現
在
、東
京
港
は
恒
常
的
に
大

変
混
雑
し
て
お
り
、コ
ン
テ
ナ
搬
入・搬
出

に
２
〜
３
時
間
待
ち
の
状
態
と
な
っ
て
い

静岡市 
建設局長

伊東正高 氏

隅
蔵
：
静
清
圏
の
東
西
軸
に
つ
い
て
は
、

東
名・新
東
名
高
速
道
路
、国
道
１
号
バ

イ
パ
ス
と
現
道
が
あ
る
が
、さ
ら
に
東
西

軸
を
強
化
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。新
東

新
た
な
未
来
を
創
造
す
る
、

こ
れ
か
ら
の
道
づ
く
り

名
高
速
道
路
の
６
車
線
化
が
計
画
さ
れ

て
い
る
他
、国
道
１
号
で
は
清
水
立
体
化

事
業
の
他
、志
太
榛
原
地
区
の
企
業
活

動
の
支
援
や
、生
活
の
安
心・安
全
を
目

的
と
し
た
藤
枝
バ
イ
パ
ス
の
４
車
線
化
な

ど
を
進
め
て
い
く
。弱
い
南
北
軸
に
つい
て

は
、静
岡
市
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
機
関

と
一
丸
と
な
って
強
化
し
て
い
き
た
い
。造

る
こ
と
が
目
的
で
は
な
く
、造
っ
た
道
路

を
う
ま
く
活
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が

大
切
だ
。

　

社
会
資
本
整
備
は
、未
来
への
投
資
で

あ
り
、質
の
高
い
社
会
資
本
ス
ト
ッ
ク
を

将
来
世
代
に
確
実
に
継
承
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。中
長
期
的
な
視
点
に
立
って
、

将
来
の
成
長
の
基
盤
と
な
り
、安
全
で
豊

か
な
国
民
生
活
の
実
現
に
資
す
る
波
及

効
果
の
大
き
な
政
策・プ
ロ
ジェク
ト
を
戦

略
的
に
展
開
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

東
先
生
か
ら
、利
用
者
の
立
場
に
立
っ

た
道
路
整
備
が
必
要
と
の
ご
指
摘
が
あ
っ

た
が
、利
用
者
は
自
動
車
だ
け
で
な
く
、

歩
行
者
、自
転
車
、ハン
デ
ィ
キ
ャッ
プ
の
あ

る
方
も
お
ら
れ
る
。静
岡
市
も
進
め
て
い

る
が
、自
転
車
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
確
保
を

は
じ
め
、防
災
や
景
観
向
上
の
観
点
か

ら
、無
電
柱
化
を
進
め「
質
」を
高
め
て
い

き
た
い
。さ
ら
に
は
、こ
の
地
域
の
強
み
で

あ
る「
東
海
道
の
ブ
ラ
ン
ド
」を
生
か
し
た

地
域
づ
く
り
を
発
信
し
て
い
く
こ
と
も

立体化する区間

インターチェンジ
（八坂地区）

インターチェンジ
（横砂地区）

東名清水IC
（街路部・専用部から東名へ接続）

西久保交差点
街路部

専用部

県道茂畑横砂線

至 東京至 名古屋

庵原川

街路部 ： 2車線街路部 ： 4車線

東海
道新
幹線

特殊部
（八坂）

標準部
（八坂～庵原）

標準部
（庵原～横砂）

清水IC西交差点 （仮）横砂交差点尾羽交差点千日原交差点庵原交差点

特殊部
（横砂）

隅
蔵

伊
東

山
田

に
は
、港
の
施
設
工
作
物
整
備
に
つい
て
、

景
観
に
配
慮
し
た
取
組
み
に
感
謝
し
て

い
る
。

　

清
水
港
は
、国
際
ク
ル
ー
ズ
拠
点
港
と

し
て
コ
ン
パ
ク
ト
な
が
ら
ク
ル
ー
ズ
船
２
隻

着
岸
が
可
能
な
ど
、観
光
面
で
も
そ
の
充

実
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。道
路
に
関
し
て

も
ド
ラ
イ
バ
ー
や
観
光
客
は
も
ち
ろ
ん
、

地
域
住
民
も
含
め
様
々
な
道
路
利
用
者

の
観
点
か
ら
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

　

清
水
立
体
は
大
き
な
構
造
物
と
な
る

が
、そ
れ
が
地
域
の
象
徴
、誇
り
と
な
る

よ
う
な
道
路
に
な
って
ほ
し
い
。清
水
港
の

役
割
を
意
識
し
、多
様
な
周
辺
環
境
と

の
調
和
、将
来
の
土
地
利
用
者
の
改
善
も

含
め
、そ
こ
に
暮
ら
す
人
々
に
とって
快
適

な
道
路
環
境
、ク
オ
リ
テ
ィ
ー・オ
ブ・ラ
イ

フ
の
展
開
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
の
よ
う
な
意
味
で
、50
年
の
総
仕
上

げ
と
な
る
清
水
立
体
の
景
観
デ
ザ
イ
ン
の

全
体
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
は「
清
水
と
世

界
を
つ
な
ぎ
、新
た
な
未
来
を
創
造
す
る

国
道
１
号
」と
設
定
し
て
い
る
。



る
。清
水
港
は
平
均
13
分
程
度
で
、こ
れ

を
さ
ら
に
10
分
に
短
縮
す
べ
く
努
力
し

て
い
る
と
こ
ろ
。輸
入
貨
物
の
場
合
、東
京

で
２
〜
３
時
間
待
つ
の
で
あ
れ
ば
、清
水

港
で
揚
げ
て
圏
央
道
を
通
り
目
的
地
ま

で
届
け
る
方
法
も
あ
る
た
め
、清
水
立
体

が
果
た
す
役
割
は
大
き
い
。

　

観
光
の
観
点
か
ら
は
、ク
ル
ー
ズ
船
の

船
内
に
は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ジ
ム
が
整
備
さ

れ
て
い
る
。例
え
ば
台
湾
で
は
、道
路
が
車

用
、オ
ー
ト
バ
イ
用
、自
転
車
用
に
分
か
れ

て
整
備
さ
れ
て
い
る
。個
人
的
に
は
、三
保

に
続
く
Ｊ
Ｒ
の
廃
線
の
空
間
を
活
用
し

て
自
転
車
専
用
の
道
路
を
整
備
し
レ
ン
タ

ル
サ
イ
ク
ル
に
よ
り
湾
岸
を
観
光
し
て
も

ら
う
こ
と
が
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
と
考
え

て
い
る
。

東
：　

道
路
は
都
市
構
造
の
骨
格
を

担
って
い
る
。そ
の
た
め
に
も「
都
市
と
港

の一体
感
」を
持
た
せ
た
新
し
い
ビ
ジ
ョン

を
構
築
し
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
。

　

ど
う
し
て
も
イ
ン
フ
ラ
整
備
は
予
算
と

時
間
が
掛
か
る
。そ
れ
を
地
域
の
人
た
ち

が
理
解
し
、一
緒
に
な
っ
て
ビ
ジ
ョン
を
共

有
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て
い

る
。ま
た
、海
外
の
観
光
客
の
た
め
に
道

路
や
施
設
は
親
切
で
わ
か
り
や
す
い
案

内
表
示
な
ど
も
行
政
が
一
体
と
な
って
進

め
て
い
た
だ
き
た
い
。

東海大学 海洋学部 
環境社会学科 教授

東 惠子 氏

隅
蔵
：
今
後
の
50
年
と
し
て
は
、技
術
革

新
が
進
む
自
動
運
転
を
踏
ま
え
た
道
づ

く
り
も
重
要
。車
線
を
増
や
し
て
無
人

運
転
レ
ー
ン
の
確
保
や
、高
齢
者
の
移
動

手
段
を
確
保
す
る
た
め
の
無
人
運
転
バ

ス
な
ど
に
対
応
し
た
道
路
だ
。

　

ま
た
、建
設
業
界
で
も
担
い
手
の
確
保

が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。静
岡
国

道
事
務
所
で
も
、建
設
企
業
の
若
手・女

性
職
員
が
一
緒
に
現
場
を
見
て
、働
き
や

す
い
現
場
環
境
な
ど
に
つい
て
意
見
交
換

す
る
機
会
な
ど
を
設
け
て
い
る
。地
域
を

支
え
る
建
設
業
の
皆
様
と
協
働
し
な
が

ら
、危
機
感
を
持
っ
て
改
善
し
て
い
く
こ

と
が
大
切
だ
と
考
え
る
。

伊
東
：
以
前
、担
い
手
確
保
に
つ
い
て
高

校
生
に
意
見
を
求
め
た
と
こ
ろ
、昔
は

「
危
険
」「
き
つい
」「
汚
い
」が
３
Ｋ
と
呼
ば

れ
て
い
た
が
、現
在
は
、「
給
料
」「
休
日
」

「
勤
務
地
」の
新
３
Ｋ
に
変
わ
って
き
て
い

る
よ
う
だ
。本
市
も
、建
設
業
者
が
休
暇

今
、課
題
と
な
っ
て
い
る

の
は
担
い
手
確
保

を
取
得
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
と
し
て
、

工
事
発
注
の
平
準
化
に
努
め
て
い
く
。

山
田
：
物
流
業
界
で
も
人
手
不
足
は
深

刻
で
、ド
ラ
イ
バ
ー
の
高
齢
化
も
問
題
と

な
っ
て
お
り
、全
国
の
平
均
年
齢
は
既
に

47
歳
を
超
え
て
い
る
。物
流
は
、経
済
の
血

液
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。物
流
が
滞
れ

ば
経
済
活
動
に
影
響
が
出
て
く
る
の
で
、

渋
滞
の
解
消
は
大
き
な
意
味
が
あ
る
。

東
：　
公
共
構
造
物
を
学
ぶ
機
会
を
子

ど
も
た
ち
だ
け
で
な
く
、利
用
者
で
あ
る

老
若
男
女
に
知
って
い
た
だ
く
こ
と
は
重

要
だ
。そ
の
た
め
に
は
、わ
れ
わ
れ
の
生
活

を
支
え
る
道
路
や
港
の
建
設
現
場
を
通

じ
、構
造・先
端
技
術
の
導
入
な
ど
の
イ
ン

フ
ラ
価
値
を
理
解
で
き
る
取
組
み
を
継

続
し
て
い
き
た
い
。ま
た
、積
極
的
に
そ
の

啓
発
活
動
を
期
待
し
た
い
。

隅
蔵
：
改
め
て
静
清
バ
イ
パ
ス
の
重
要

性
、清
水
立
体
整
備
への
期
待
を
再
認
識

し
た
。今
後
も
道
づ
く
り
を
通
じ
て
、地

域
に
誇
れ
る
街
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
き

た
い
。ま
た
、藤
枝
バ
イ
パ
ス
の
整
備
推
進

に
つ
い
て
も
多
く
の
期
待
の
声
を
聞
い
て

い
る
。

　

地
元
の
皆
様
、県・市
の
皆
様
の
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、こ
こ
ま
で
や
っ
て
こ
れ
た
。

本
当
に
あ
り
が
た
い
。引
き
続
き
、ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

港湾・交通運輸部会特集

隅
蔵

隅
蔵

伊
東

山
田

東

東
《
建
通
新
聞 

2
0
1
9
年
３
月
27
日
記
事
抜
粋
》
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平和みらい株式会社

鈴与自動車運送
お客様のニーズに合わせた、環境と安全に配慮した運送を行っています。

〒424-0206　静岡県静岡市清水区興津清見寺町1375-51　TEL054-369-3131　FAX054-369-3437

代表取締役社長　新間　克樹

傾聴力と「コーチング」セミナー 8/7㈬
10：00～17：00自ら考えて行動する社員の育成法！

会場：静岡商工会議所 静岡事務所会議室　 参加費：会員12,960円、一般：16,200円（教材費・消費税込）

『傾聴力』それは部下及び自分自身の能力を、最大限に発揮させるための魔法の力と言われています。
本講座では、『傾聴力』に『コーチング』の考え方と技法を併用・活用して、上司と部下とのコミュニケーションを深め、チームとし
て部下が進んで行動し、上司が個々にあった支援を行い、成果をあげていくための考え方と手法について、具体的事例と演習を交え
て体系的に学んでいただきます。従業員の育成に悩んでいる経営者の皆様及び部下の指導、コミュニケーションがうまく取れず悩ん
でいるという皆さんに、是非ご参加いただきたい講座です。

必要事項をご記入後FAX（054-253-5119）にてお申込ください。 お問合せ IPTEL：050-3528-0853（直通） http://www.cci-biz.com/shizuoka/

①傾聴力 ②社員が進んで行動するためのコミュニケーション環境 ③自発的な行動を引き出す話し方 ④社員の行動を確実に変えるしくみづくり

静岡商工会議所ビジネススクール



清水港客船誘致委員会　事務局／静岡市海洋文化都市推進本部  TEL:054-354-2432ホームページ／http://www.shimizu-port.jp/

清
水
港
客
船
等

入
港
情
報

２
０
１
９
年
度

　

初
寄
港
は「
マ
ー
ス
ダ
ム
」「
ル・ラ
ペ
ル
ー
ズ
」

「
シ
ル
バ
ー・ミ
ュ
ー
ズ
」、そ
し
て
、清
水
港
史
上

最
大
の「
マ
ジ
ェ
ス
テ
ィ
ッ
ク・プ
リ
ン
セ
ス
」。

　

客
船
の
入
港
・
出
港
時
に
は
、あ
た
た
か
い

お
出
迎
え・お
見
送
り
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

総トン数
全長
全幅
速力

乗客定員
初就航
運航
船籍

2019年 8月 1日㈭ 8：00→15：00
8月15日㈭ 8：00→15：00

入港日時→ 出航日時

55,575t
219.21m
30.80m
20ノット

1,258名
1993年
ホーランド・アメリカ・ライン
オランダ

総トン数
全長
全幅
速力

乗客定員
初就航
運航
船籍

マジェスティック・プリンセス
2019年 8月22日㈭ 7：00→16：00

144,216t
330.00m
38.40m
22ノット

3,560名
2017年
プリンセス・クルーズ
英国

総トン数
全長
全幅
速力

乗客定員
初就航
運航
船籍

115,906t
290.00m
37.50m
23ノット

2,706名
2004年
プリンセス・クルーズ
英国

初寄港

総トン数
全長
全幅
速力

乗客定員
初就航
運航
船籍

シルバー・ミューズ
2019年10月20日㈰ 8：00→18：00

40,791t
212.80m
27.00m
19.8ノット

596名
2017年
シルバーシー・クルーズ
バハマ

初寄港

総トン数
全長
全幅
速力

乗客定員
初就航
運航
船籍

ル・ラペルーズ
2019年10月 8日㈫ 7：00→18：00

10,000t
127.30m
18.00m
18ノット

184名
2018年
ポナン
フランス

初寄港

総トン数
全長
全幅
速力

乗客定員
初就航
運航
船籍

ぱしふぃっく びいなす
2019年 9月18日㈬10：00→20：00

26,594t
183.40m
25.00m
18ノット

720名
1998年
日本クルーズ客船㈱
日本

総トン数
全長
全幅
速力

乗客定員
初就航
運航
船籍

飛鳥Ⅱ
2019年10月16日㈬ 8：00→19：30

50,142t
240.96m
29.60m
22ノット

872名
1990年
郵船クルーズ㈱
日本

総トン数
全長
全幅
速力

乗客定員
初就航
運航
船籍

練習帆船「日本丸」
2019年10月25日㈮10：00→29日㈫10：00

2,570t
110.09m
13.80m
13.2ノット

190名
1984年
海技教育機構
日本

マースダム初寄港

総トン数
全長
全幅
速力

乗客定員
初就航
運航
船籍

2019年 9月 8日㈰ 8：00→ 9日㈪13：00
10月29日㈫18：00→30日㈬18：00
11月 3日㈰ 8：00→ 4日㈪13：00

47,842t
228.30m
28.80m
20ノット

930名
2018年
バイキング・オーシャン・クルーズ
ノルウェー

バイキング・オリオン

総トン数
全長
全幅
速力

乗客定員
初就航
運航
船籍

2019年10月 3日㈭ 8：00→16：00
11月 7日㈭11：00→19：00
11月10日㈰ 8：00→16：00
11月24日㈰ 8：00→16：00

90,963t
294.00m
32.20m
24ノット

2,218名
2000年
セレブリティ・クルーズ
マルタ

セレブリティ・ミレニアム

2019年11月20日㈬10：00→21：00
12月14日㈯13：00→21：00

2020年 2月 5日㈬ 6：00→15：00
2月13日㈭ 6：00→15：00
2月21日㈮ 6：00→15：00
2月29日㈯ 6：00→15：00
3月 8日㈰ 6：00→15：00

ダイヤモンド・プリンセス

総トン数
全長
全幅
速力

乗客定員
初就航
運航
船籍

2019年 9月 2日㈪10：00→19：00
9月16日㈪10：00→19：00

30,277t
181.00m
25.46m
18ノット

690名
2000年
アザマラ・クラブ・クルーズ
マルタ

アザマラ・クエスト

※この予定は2019年5月現在の情報で、8月以降に寄港する主な船舶を掲載してあります。今後、増減する場合や
天候等諸事情による急な変更もあります。スケジュールに変更等があった場合には清水港客船誘致委員会ホーム
ページでお知らせしますので、最新の情報はこちらでご確認ください。



　

第
３
次
中
期
行
動
計
画
の
２
年
目
と
な
る

平
成
30
年
度
も
引
き
続
き「
企
業
づ
く
り
」

「
人
づ
く
り
」「
地
域
づ
く
り
」「
基
盤
づ
く
り
」

の
４
本
を
主
要
テ
ー
マ
と
し
、各
施
策
に
基

づ
き
積
極
的
に
事
業
を
展
開
し
ま
し
た
。

　

国
の
施
策
等
の
積
極
的
な
活
用
や
関
係
機

関
と
の
連
携
に
よ
り
、地
域
企
業
の
ラ
イ
フ
ス

テ
ー
ジ（
創
業・成
長・成
熟・承
継
）に
応
じ
た

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の
経
営
支
援
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

経
営
革
新
や
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助

金
の
申
請
支
援
、県
内
15
商
工
会
議
所
合
同

個
別
商
談
会
の
開
催
等
に
よ
り
、地
域
企
業
の

新
事
業
活
動
や
販
路
開
拓
を
推
進
し
ま
し
た
。

深
刻
化
す
る
人
手
不
足
と
そ
れ
に
伴
う
経
営

の
持
続
性
確
保
に
向
け
、Ｉ
Ｔ
導
入
支
援
３
ヶ

年
計
画
を
策
定
し
、Ｉ
Ｔ
利
活
用
の
周
知
を
図

っ
た
ほ
か
、現
場
改
善
支
援
事
業
、お
も
て
な
し

規
格
認
証
等
に
よ
る
生
産
性
向
上
を
図
り
ま

し
た
。ま
た
、事
業
承
継
支
援
で
は
、個
別
相

談
や
専
門
家
派
遣
事
業
を
新
た
に
実
施
す
る

な
ど
、支
援
体
制
の
強
化
を
図
り
ま
し
た
。

①
創
業
者
の
発
掘・育
成

・
創
業
件
数
45
件

②
新
事
業
活
動
の
推
進

・
経
営
革
新
承
認
件
数
43
件

・
承
認
取
得
企
業
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

　

巡
回
件
数
78
件

③
売
れ
る
商
品
づ
く
り
と

　

販
路
の
開
拓・拡
大

・
県
内
15
商
工
会
議
所
合
同
個
別
商
談
会

　

商
談
件
数
２
８
０
件

・
静
岡
商
工
会
議
所
シ
ョッ
ピ
ン
グ
ス
ト
リ
ー
ト

　

参
加
企
業
32
社

・
各
種
貿
易
証
明
書

　

発
給
件
数
１
０
，５
８
５
件

④
強
い
も
の
づ
く
り
と
生
産
性
向
上

・
Ｉ
Ｔ
に
関
す
る
企
業
支
援
支
援
件
数
４
６

２
件
／
支
援
企
業
数
２
６
３
社

・
し
ず
お
か
農
商
工
連
携
交
流
会

　

商
談
件
数
81
件

・
現
場
改
善
支
援
事
業
支
援
件
数
15
件

・
お
も
て
な
し
規
格
認
証
事
業
所
数

　

金
認
証
90
件（
全
国
１
位
）

・
新
産
業
開
発
振
興
機
構
に
よ
る
産
学
連
携

マッ
チ
ン
グ
支
援

　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
巡
回
件
数
１
７
１
件

⑤
事
業
承
継
の
促
進

・
当
会
議
所
経
営
指
導
員
に
よ
る
事
業
承
継

診
断
実
施
件
数
３
０
９
件

・
静
岡
県
事
業
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー

　

相
談
件
数
３
１
５
件（
全
国
８
位
）／
支
援

完
了
件
数
40
件（
全
国
３
位
）

・
静
岡
県
後
継
者
人
材
バ
ン
ク
事
業 

登
録
起

業
家
２
２
３
名（
累
計
）／
成
約
件
数
４
件

・
プ
ッ
シ
ュ
型
事
業
承
継
支
援
高
度
化
事
業

相
談
先
数
３
３
０
先

・
静
岡
市
事
業
承
継
支
援
事
業

　

専
門
家
派
遣
回
数
80
回

⑥
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
相
談
体
制
の
充
実
強
化

・
マ
ル
経
資
金
推
薦
件
数
１
６
５
件
／
推
薦

金
額
11
億
１
，１
９
０
万
円（
県
内
１
位
）

・
経
営
安
定
特
別
相
談
室
相
談
件
数
24
件

・
静
岡
県
中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会

　

相
談
件
数
累
計
１
，０
６
０
件
／
再
生
計

画
策
定
件
数
累
計
４
７
２
件

・
静
岡
県
経
営
改
善
支
援
セ
ン
タ
ー

　

経
営
改
善
支
援（
４
０
５
事
業
）利
用
申
請

件
数
56
件（
全
国
９
位
）／
支
払
申
請
件
数

73
件（
全
国
５
位
）／
早
期
経
営
改
善
支
援

（
プ
レ
支
援
）利
用
申
請
件
数
２
１
３
件

（
全
国
５
位
）／
支
払
申
請
件
数
３
２
４
件

（
全
国
２
位
）

・
静
岡
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点

　

相
談
件
数
３
，８
９
７
件
／
来
訪
相
談
者
数

２
，９
２
０
人（
全
国
12
位
）

・
生
命
共
済
制
度

　

加
入
事
業
所
数
１
，１
５
２
件

・
業
務
災
害
補
償
プ
ラ
ン

　

契
約
件
数
１
，０
６
２
件

・
ビ
ジ
ネ
ス
総
合
保
険
契
約
件
数
５
４
４
件

⑦
小
規
模
事
業
者
の
支
援
強
化

・
巡
回・窓
口
相
談

　

相
談
件
数
１
２
，１
８
５
件

・
小
規
模
事
業
者
の
経
営
計
画
策
定
支
援

　

支
援
件
数
１
４
３
件（
２
ヶ
年
累
計
２
７
７
件
）

　

地
域
企
業
の
人
材
確
保
を
支
援
す
る
た
め
、

企
業
情
報
カ
ル
テ
の
収
集・登
録
や
市
内
高
校

同
窓
会
26
校
が
参
画
し
た
就
職
支
援
情
報
誌

の
発
行
に
よ
り
、地
域
企
業
の
情
報
発
信
を
積

極
的
に
行
い
ま
し
た
。新
た
に
静
岡
商
工
会
議

所
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
の
開
講
や
会
員
企
業
の

健
康
経
営
を
推
進
し
、従
業
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
や
人
材
定
着
を
支
援
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、引
き
続
き
静
岡
市
と
連
携
し「
プ
レ

ミ
ア
ム
フ
ラ
イ
デ
ー
」を
推
進
す
る
な
ど
、働
き

方
改
革
に
取
り
組
む
環
境
づ
く
り
も
行
い
ま

し
た
。

①
地
域
企
業
の
人
材
確
保

・
学
生
向
け
出
張
相
談（※

無
料
職
業
紹
介
）

相
談
回
数
27
回

・
企
業
情
報
カ
ル
テ
の
収
集（
し
ず
ま
っ
ち
）

登
録
件
数
６
２
０
件

・
就
職
支
援
情
報
誌
の
発
行
参
画
同
窓
会

数
26
校
／
協
賛
企
業
数
１
５
６
社

・
社
会
人
メ
ン
タ
ー
登
録
シ
ス
テ
ム
の
運
用
と

メ
ン
タ
ー
カ
フェの
開
催

　

メ
ン
タ
ー
登
録
者
数
１
４
３
名
／
メ
ン
タ
ー

カ
フェ
開
催
回
数
８
回
／
参
加
学
生
71
名

・
静
岡
県
プ
ロ
フ
ェッ
シ
ョ
ナ
ル
人
材
戦
略
拠
点

相
談
件
数
３
６
１
件
／
成
約
件
数
１
４
０
件

②
働
き
方
改
革
や
Ｉ
Ｔ
活
用
を

　

推
進
す
る
企
業
マ
イ
ン
ド
づ
く
り

・
働
き
方
改
革
への
取
り
組
み
事
業
所
数

　

２
１
０
社

・
プ
レ
ミ
ア
ム
フ
ラ
イ
デ
ー
実
施
協
力
宣
言
事

業
所
数
５
０
３
社

・
健
康
宣
言
事
業
所
数
４
１
８
社

③
企
業・地
域
の
人
材
育
成

・
静
岡
経
営
塾
受
講
者
数
25
名

・
検
定
試
験
受
験
者
数
７
，０
０
７
名

・
静
岡
商
工
会
議
所
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
受
講

者
数
11
講
座
／
２
９
１
名

・
静
岡
県
地
域
ジ
ョ
ブ・カ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
訓
練

確
認
済・認
定
企
業
数
４
２
９
社

④
事
務
局
職
員
の
資
質
向
上

Ⅰ
企
業
づ
く
り

〜
地
域
企
業
の
持
続
的
発
展
を

目
指
す
伴
走
型
支
援
の
強
化
〜

Ⅱ
人
づ
く
り

〜
地
域
企
業
の
人
材
確
保
と
企
業・

地
域・基
盤
づ
く
り
人
材
の
育
成
〜

平
成
30
年
度
事
業
報
告

静
岡
商
工
会
議
所

・
創

②
新

・
経

・
承 国とース経

金
の

個
別

新
事

深
刻

の
持

年
計

っ
た
ほ

規
格
規
格

し
た

談
や

な
ど

①
創

の
４

づ
き国 Ⅰ〜国

関
と

テ
ー

ワ
ン
ス経

金
の 第

平
成

「
人
づ

の
４

おもてなし規格認証「金認証式」 県内全商工会議所合同「個別商談会」 シーズネットワーク創立30周年 IT導入支援：モバイルPOSレジ体験コーナー



・
人
事
考
課
制
度
の
一
部
変
更
を
行
い
、職
員

を
育
成
す
る
職
場
環
境
づ
く
り
の
推
進

・
職
員
の
資
質
向
上
を
図
る
た
め
、階
層
別
職

員
研
修
や
所
内
Ｉ
Ｔ
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

ー
ム
に
よ
る
Ｉ
Ｔ
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
や
Ｉ
Ｔ
パ
ス

ポ
ー
ト
取
得
に
関
す
る
勉
強
会
の
開
催

・
中
小
企
業
診
断
士
な
ど
国
家
資
格
に
加

え
、Ｉ
Ｔ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
、Ｉ
Ｔ
パ
ス
ポ
ー
ト

の
取
得
を
奨
励（
中
小
企
業
診
断
士
１
名
、

Ｉ
Ｔ
パ
ス
ポ
ー
ト
14
名
取
得
）

　

県・市
、関
係
団
体
、商
業
者
等
と
連
携
し
、

静
岡
市
中
心
市
街
地
活
性
化
協
議
会
の
運
営

や
Ｉ
Ｌｏｖｅ
し
ず
お
か
協
議
会
事
業
へ
の
協

力
な
ど
、賑
わ
い
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た

取
り
組
み
を
一
層
推
進
し
ま
し
た
。

　

静
岡
地
区
で
は
、徳
川
家
康
公
や
聖
一
国
師

の
顕
彰
事
業
に
加
え
、２
０
１
９
年
に
本
番
を

迎
え
る
今
川
義
元
公
生
誕
５
０
０
年
祭
事
業
を

活
発
に
展
開
し
た
ほ
か
、清
水
地
区
で
は
海
洋

文
化
拠
点
づ
く
り
への
活
動
を
強
化
し
ま
し
た
。

①
都
市
基
盤
の
整
備
促
進

・
国・県・市
に
対
し
、都
市
基
盤
の
整
備
促
進

に
関
す
る
行
政
施
策
要
望
を
実
施

②
賑
わ
い
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

・
駿
府
秋
の
わ
く
わ
く
祭
の
開
催
22
商
店
街
、

13
大
型
店
、１
商
工
会
、10
個
店
が
参
加

・
商
店
街
イ
ベ
ン
ト
へ
の
協
力
50
件

・
Ｉ
Ｌｏｖｅ
し
ず
お
か
協
議
会
事
業
へ
の
支

援・協
力

・
清
水
都
心
地
区
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
プ
ロ

ジェク
ト
事
業
の
実
施

・
静
岡
市
清
水
商
店
街
連
盟「
ま
ち
ゼ
ミ
」の

開
催 

参
加
店
31
店
／
45
講
座

③
観
光
地
域
づ
く
り
の
推
進

・
外
国
語
版
清
水
地
区
中
心
市
街
地
マッ
プ

（
２
万
部
）の
作
成
と
Ｗｅ
ｂ
サ
イ
ト
の
開
設

・
静
岡
市
フ
ィ
ル
ム
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
運
営
協
議
会

　
ロ
ケ
支
援
１
５
８
件

・
静
岡
伝
統
芸
能
振
興
会
の
運
営

④
歴
史
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
推
進

・
家
康
公
顕
彰
事
業 

徳
川
家
臣
団
大
会
／

朝
鮮
通
信
使
講
演
会
／
徳
川
み
ら
い
学
会

／
德
川
記
念
財
団
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど

・
聖
一
国
師
顕
彰
事
業
水
汲
み
の
儀
／
博
多
祇

園
山
笠
視
察
／
聖
一
国
師
顕
彰
会
in
福
岡

・
今
川
義
元
公
生
誕
５
０
０
年
祭
事
業
今
川

義
元
公
供
養
祭
／
今
川
神
廟
落
慶
法
要

／
義
元
左
文
字
等
視
察
会
／
ご
当
地
キ
ャ

ラ「
今
川
さ
ん
」広
報
大
使
任
命
式
／
今
川

さ
ん
甲
冑
バ
ー
ジ
ョ
ン
お
披
露
目
／
今
川

ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
３
回
、今
川
新
聞
発
行

４
回
、ブ
ー
ス
出
展（
８
日
間
）

⑤
海
洋
文
化
拠
点
づ
く
り
の
推
進

・
海
洋
文
化
拠
点
施
設
の
早
期
実
現
に
向
け

た
活
動
を
継
続
実
施

・
海
の
み
ら
い
静
岡
友
の
会
海
洋
研
究
開
発

機
構（
Ｊ
Ａ
Ｍ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
）や
東
海
大
学
と
の

連
携
を
強
め
、海
洋
に
関
す
る
諸
事
業
を
通

じ
て
市
民
レ
ベ
ル
で
の
意
識
の
広
が
り
を
推
進

／
地
球
深
部
探
査
船『
ち
き
ゅ
う
』特
別
見

学
会（
乗
船
）／
海
洋・地
球
科
学
へ
の
知
識

等
の
普
及
啓
発
の
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
や
講
演

会
、視
察
会
／
青
少
年
を
対
象
と
し
た
海

洋
体
験
ツ
ア
ー
や
キ
ッ
ズ
セ
ミ
ナ
ー
な
ど

（
会
員
数
：
法
人・団
体
87
社
、個
人
99
名
）

・
清
水
港
開
港
１
２
０
周
年
記
念
事
業
実
行

委
員
会（
委
員
長
：
酒
井
会
頭
）の
設
立

　

ロ
ゴ
マ
ー
ク
、キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ「
清
水
か

ら
、つ
な
が
る
未
来
、広
が
る
世
界
」、実
施

計
画
骨
子
案
の
決
定

　

新
聞
等
を
活
用
し
た
情
報
発
信
を
強
化
す

る
と
と
も
に
、会
員
事
業
所
の
事
業
参
加・利

用
を
増
や
す
よ
う
各
種
事
業
を
実
施
し
ま
し

た
。併
せ
て
、会
員
増
強
運
動
を
行
っ
た
結
果
、

１
３
，０
０
０
会
員
を
堅
持
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

①
情
報
発
信
の
強
化

・
年
度
末
会
員
数
１
３
，０
２
８
件

・
新
聞
各
紙
への
会
議
所
名
掲
載
数

　

３
１
１
回（
２
ヶ
年
累
計
７
３
５
回
）

②
会
員
の
事
業
参
加・利
用
の
促
進

・
会
員
の
事
業・利
用
数

　

４
，１
３
３
社（
２
ヶ
年
累
計
８
，４
５
０
社
）

・
新
春
会
員
の
集
い
参
加
者
数
１
，４
２
０
名

・
会
員
交
流
ゴ
ル
フ
大
会
参
加
者
数
１
１
０
名

・
会
員
サ
ロ
ン
３
回
開
催
／
参
加
者
数
１
５
０
名

③
効
果
的
な
事
業
運
営
体
制
の
構
築

・
中
小
企
業
や
創
業
者
の
支
援
体
制
強
化
の

一
環
と
し
て
、利
用
者
の
利
便
性
向
上
や
事

業
運
営・財
政
の
効
率
化
を
図
る
た
め
、平

成
30
年
度
か
ら
静
岡
市
清
水
産
業・情
報

プ
ラ
ザ
と
静
岡
市
産
学
交
流
セ
ン
タ
ー
の
指

定
管
理
事
業
を
一
元
化
し
、「
静
岡
市
産
業

支
援
施
設
管
理
運
営
共
同
事
業
体
」と
し

て
両
施
設
を
一
括
管
理

④
財
政
基
盤
の
強
化

・「
企
業
づ
く
り
」「
人
づ
く
り
」に
関
連
す
る

補
助
事
業・委
託
事
業
を
積
極
的
に
実
施

す
る
と
と
も
に
、事
務
経
費
の
削
減
等
に
よ

り
年
度
内
収
支
の
改
善

Ⅳ
基
盤
づ
く
り

〜
地
域・会
員
へ
の
情
報
発
信
と

組
織・財
政
基
盤
の
強
化
〜

平成30年度 収支決算書 総括表

会計区分
一般会計

前期繰越金
248,283,933

収入

〔 自　平成30年4月1日　～　至　平成31年3月31日 〕

1,262,509,811
支出

1,190,886,735
収支残高
71,623,076

次年度繰越金
（単位：円）

251,812,074
法定台帳関係費特別会計 0 10,144,000 △8,064,369 0

小規模事業経営支援事業費特別会計 0 206,414,581 △26,970,717 0
会館運営特別会計 0 72,790,764 △30,213,060 0

特定退職金共済制度特別会計 0 1,406,500,497 △2,846,789 0
労働保険料特別会計 0 261,613,947

18,208,369
233,385,298
103,003,824
1,409,347,286
261,613,947 0 0

退職給与積立金特別会計 0 32,892,268 32,892,268 0 0
合　　計 248,283,933 3,252,865,868 3,249,337,727 3,528,141 251,812,074

賑駿13商
・
Ｉ援

・
清ジ

・
静開

1,400名超が参加した新春会員の集い

迎
え

活
発

文
化

①
都

・
国に

②
賑

・
駿13

・
商

員の集い 広報大使に任命された「今川さん」

県
静
岡

や
Ｉ
や
Ｉ

力
な

取
り静

の
顕

迎
え

今川さん」 就職支援情報誌「静岡で働こう。

・
人を

・
職員ーポポ

・
中えのＩ

で働こう。 しずおか農商工連携交流会

Ⅲ
地
域
づ
く
り

〜
地
域
特
性
を
活
か
し
た

交
流
人
口
拡
大
へ
の
取
り
組
み
〜



会 議 所 T O P I C S

写
真
で
見
る
静
岡
商
工
会
議
所
の
動
き

　

地
域
の
商
工
業
者
と
商
工
会
議

所
と
を
結
ぶ
パ
イ
プ
役
で
あ
る
商

工
振
興
委
員
の
全
体
連
絡
会
議
を

開
催
し
ま
し
た
。振
興
委
員
１
１
５

名
の
委
嘱
状
を
交
付
す
る
と
と
も

に
、本
年
度
の
商
工
会
議
所
事
業
計

画
、中
小
企
業
相
談
所
事
業
な
ど

の
説
明
と
情
報
交
換
を
行
い
ま
し

た
。出
席
者
は
、地
域
経
済
の
活
性

化
を
図
る
た
め
に
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
る
こ
と
を
再
認
識
し
、全

体
連
絡
会
議
を
終
え
ま
し
た
。

（
商
工
観
光
課
：
望
月
俊
）

２
０
１
９
年
度

商
工
振
興
委
員
全
体
連
絡
会
議

　

海
の
み
ら
い
静
岡
友
の
会
で
は
、

国
立
研
究
開
発
法
人
海
洋
研
究

開
発
機
構
平
朝
彦
理
事
長
の
特

別
講
演
会
を
清
水
マ
リ
ナ
ー
ト
に

て
開
催
し
ま
し
た
。「
海
洋・地
球・

生
命・人
類
の
統
合
的
理
解
へ
の
挑

戦
」を
テ
ー
マ
に
、ち
き
ゅ
う
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
は
じ
め
、南
海
ト
ラ
フ
の

掘
削
や
海
底
探
査
の
世
界
コ
ン
ペ
で

の
準
優
勝
な
ど
に
つ
い
て
ご
講
演
い

た
だ
き
ま
し
た
。（

産
業
振
興
課
：
小
堺
）

Ｊ
Ａ
Ｍ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
の

平 

朝
彦
理
事
長
が
特
別
講
演・280名もの聴講者で満席となった会場の様子

6/6

　

消
費
税
増
税
・
軽
減
税
率
制
度

の
開
始
ま
で
残
り
５
ヶ
月
を
切
っ
た

と
こ
ろ
で
、中
小・小
規
模
事
業
者

に
事
前
の
対
策
を
促
す
た
め
の
セ
ミ

ナ
ー
を
開
始
し
ま
し
た
。５
月
17

日
に
開
催
し
た「
キ
ャッ
シ
ュレ
ス
決

済
端
末
の
導
入
」に
関
す
る
セ
ミ
ナ

ー
を
皮
切
り
に
、今
後
９
月
末
ま
で

に
計
８
回
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま

す
。初
回
の
セ
ミ
ナ
ー
に
は
、約
40

名
の
参
加
が
あ
り
、事
業
者
の
意
識

の
高
さ
が
伺
え
ま
し
た
。

（
経
営
支
援
課
：
西
野
）

消
費
増
税
・
軽
減
税
率
対
策

セ
ミ
ナ
ー

・初回のセミナーで熱心に聞き入る参加者

　

毎
年
好
評
を
博
し
て
い
る
、市
民

参
加
型
イ
ベ
ン
ト
の「
清
水
港
フ
ラ

ワ
ー
フ
ェス
タ
２
０
１
９
」が
清
水
マ

リ
ン
パ
ー
ク
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
は
、バ
ラ
の
ア
ー
チ
や
季
節

の
花
々
で
彩
ら
れ
、富
士
山
を
バ
ッ

ク
に
イ
ン
ス
タ
映
え
抜
群
の
写
真

を
撮
る
な
ど
、約
１
万
２
千
人
の
来

場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

（
産
業
振
興
課
：
伊
野
瀬
）

清
水
港
フ
ラ
ワ
ー
フ
ェ
ス
タ

２
０
１
９

・大人気のフラワーオークション
5/19

・開会挨拶を行う酒井会頭
5/27

　

清
水
桜
が
丘
高
校
に
て
、７
名
の

社
会
人
講
師
が
２
年
生
２
８
０
名

に
向
け「
働
く
喜
び
」を
テ
ー
マ
に
、

こ
れ
ま
で
の
キ
ャ
リ
ア
や
経
験
を
挫

折
や
苦
労
も
含
め
お
話
い
た
だ
き

ま
し
た
。こ
れ
は
、高
校
生
向
け
キ

ャ
リ
ア
形
成
支
援
事
業
の
一
環
と
し

て
企
画
、本
年
度
も
市
内
高
校
12

校
で
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。高

校
生
自
身
が
主
体
的
に
将
来
を
考

え
選
択
す
る
力
を
育
む
こ
と
で
、

早
期
か
ら
の
キ
ャ
リ
ア
・ビ
ジ
ョ
ン

の
形
成
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

（
雇
用
対
策
課
：
吉
岡
）

高
校
生
向
け

キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
事
業

・社会人講話の様子
5/24

5/17
～



　

鹿
児
島
の
夏
を
彩
る「
お
ぎ
お
ん
さ
ぁ（
祇

園
祭
）」が
７
月
20
、21
日
の
２
日
間
、鹿
児
島

市
天
文
館
一
帯
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

お
ぎ
お
ん
さ
ぁ
は
、悪
疫
退
散・商
売
繁
昌

を
祈
願
し
て
、江
戸
時
代
か
ら
行
わ
れ
て
い
る

伝
統
的
な
祭
り
で
、平
成
24
年
に
鹿
児
島
市
の

無
形
民
俗
文
化
財
に
も
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

20
日
の「
宵
祭
」で
は
、本
祭
で
使
用
す
る

山
車
、御
所
車
、傘
鉾
を
展
示
す
る
と
と
も
に
、

飲
食
ブ
ー
ス
や
縁
日
コ
ー
ナ
ー
、各
種
の
ス
テ
ー

ジ
イ
ベ
ン
ト
、神
輿
練
り
等
を
夕
方
か
ら
夜
に

か
け
て
実
施
し
ま
す
。

　

21
日
の「
本
祭
」に
行
わ
れ
る
ご
神
幸
行
列
は

必
見
で
、十
二
単
を
身
に
ま
と
っ
た
祇
園
官
女

と
祇
園
巫
女
が
乗
る
御
所
車
や
迫
力
あ
る
10

基
の
神
輿
な
ど
、総
勢
約
３
千
人
が
に
ぎ
や
か

に
街
を
練
り
歩
き
ま
す
。皆
様
お
誘
い
合
わ
せ

の
上
、ぜ
ひ
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

■
開
催
日
時
・
場
所

　

宵
祭
７
月
20
日（
土
） 

16
時
〜
20
時

　

於
：
鹿
児
島
市
中
央
公
園

　

本
祭
７
月
21
日（
日
） 

11
時
半
〜
14
時
半

　

於
：
鹿
児
島
市
天
文
館
電
車
通
り
一
帯

※

各
時
間
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
ア
ク
セ
ス

Ｊ
Ｒ
鹿
児
島
中
央
駅
か
ら
鹿
児
島
市
電
利

用「
高
見
馬
場
」電
停
か
ら
す
ぐ
。

※

７
月
21
日
は
、11
時
半
か
ら
15
時
半
ま
で
の

間
、交
通
規
制
に
よ
り
市
電
・バ
ス
の
運
行

ル
ー
ト
が
一
部
変
更
と
な
り
ま
す
。

鹿児島商工会議所
からのお知らせ

会 議 所 T O P I C S

【
お
問
い
合
わ
せ
】

鹿
児
島
お
ぎ
お
ん
さ
ぁ
振
興
会
事
務
局

（
鹿
児
島
商
工
会
議
所
内
）

☎
０
９
９‐

２
２
５‐

９
５
３
３

部
会
名

主
な
実
施
予
定
事
業

出
雲
大
社
、境
港
方
面
の
視
察
会（
９
月
頃
）

セ
ミ
ナ
ー
＆
会
員
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
会（
２
０
２
０
年
１
月
〜
２
月
予
定
）

建

設

部

会

業
界
動
向
の
収
集
と
先
進
的
な
取
組
み
を
学
ぶ
視
察
会（
11
月
予
定
）

セ
ミ
ナ
ー
＆
会
員
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
会（
２
０
２
０
年
２
月
下
旬
予
定
）

卸

商

業

部

会

先
進
商
業
施
設・商
店
街
視
察
会（
11
月
〜
12
月
予
定
）

セ
ミ
ナ
ー
＆
会
員
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
会（
２
０
２
０
年
２
月
下
旬
予
定
）

小

売

商

業

部

会

先
進
的
な
企
業・大
学
の
視
察
会（
10
月
〜
11
月
予
定
）

東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
展
示
会（
２
０
２
０
年
２
月
予
定
）

製
造
現
場
改
善
支
援
事
業
、他
団
体・機
関
と
の
連
携・協
力（
通
年
）

製

造

業

部

会

今
川
義
元
公
生
誕
五
百
年
祭
を
は
じ
め
観
光
関
連
事
業
へ
の
参
画・協
力（
通
年
）

「
余
ハ
此
處
ニ
居
ル
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
、お
も
て
な
し
規
格
認
証
事
業（
通
年
）

「
全
国
商
工
会
議
所
観
光
振
興
大
会
２
０
２
０
in
金
沢
」へ
の
参
加（
２
月
13
〜
15
日
）

観
光
・
飲
食
部
会

新
東
名
高
速
道
路
建
設
現
場
視
察
会（
11
月
予
定
）　

中
部
横
断
自
動
車
道
経
済
懇
談
会
を
は
じ
め
各
種
関
係
団
体
と
の
連
携・協
力（
通
年
）

港
湾
・
交
通
運
輸
部
会

Ｓ
Ｎ
Ｓ
活
用
セ
ミ
ナ
ー（
10
月
予
定
）

次
世
代
通
信
規
格
で
あ
る
５
Ｇ
展
示
施
設
視
察
会（
２
０
２
０
年
２
月
初
旬
予
定
）

情

報

文

化

部

会

講
演
会
①
決
算
か
ら
読
む
日
本
経
済（
７
月
〜
８
月
予
定
）

講
演
会
②
２
０
２
０
年
の
国
内
外
の
経
済
展
望（
12
月
予
定
）

金

融

部

会

Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
働
き
方
改
革
な
ど
を
テ
ー
マ
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
＆
会
員
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
会（
10
月
頃
）

専
門
サ
ー
ビ
ス
部
会

地
方
都
市
の
賑
わ
い
創
出
を
テ
ー
マ
と
し
た「
ふ
れ
あ
い
フ
ォ
ー
ラ
ム
」（
９
月
26
日
）

中
部
横
断
自
動
車
道
を
活
用
し
て
甲
府
方
面
視
察
会（
12
月
）

生
活
関
連
サ
ー
ビ
ス
部
会

２
０
１
９
年
度
部
会
事
業
計
画
が
決
定
し
ま
し
た

※

開
催
日
時・申
込
方
法
な
ど
詳
細
が
決
定
次
第
、静
岡
商
工
会
議
所
Ｈ
Ｐ
に
て
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

　

去
る
５
月
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
各
部
会
運
営
委
員
会
に
て
各
種
セ
ミ
ナ
ー・視
察
会・交
流

会
な
ど
本
年
度
の
事
業
計
画
が
決
定
し
ま
し
た
の
で
、次
の
通
り
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

部
会
員
以
外
で
も
会
員
事
業
所
な
ら
参
加
で
き
る
公
開
セ
ミ
ナ
ー
等
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。



夏本番を迎え、静岡市内の各商店街では、
それぞれが趣向を凝らしたイベントを企画しています。
皆さん、お誘い合わせのうえ、ぜひお出かけください！

商店街 201商店街 2019夏のイベント情報夏のイベント情報商店街 201商店街 2019夏のイベント情報夏のイベント情報商店街 2019夏のイベント情報
会 議 所 T O P I C S

※6月13日現在の情報ですので、開催日時等が変更になる場合があります。予めご了承ください。 ※開催場所の記載がないものは、各商店街が会場となります。

【お問合せ先】 静岡商工会議所  中小企業相談所
静岡支所 商工観光課 TEL 253-5113　清水支所 経営支援課 TEL 353-3402

8月 3日（土） 18:00～21:00 「曲金夕涼み夜店市」 曲金商店会

8月 2日（金）
　～ 3日（土） 19:00～23:00 「ジャズフェスティバル」 両替町二丁目発展会

7月28日（日） 7:00～12:00

7月27日（土） 15:00～18:00

「朝顔まつり」 入江商店会

「安倍川花火大会おもてなし」 七ぶらシネマ通り繁栄会
7月27日（土） 17:00～22:00 「コマカツ」 駒形通四丁目商店街

8月 1日（木）
　～ 2日（金） 18:00～21:00 「第42回駅南銀座夏祭り納涼夜店市」 駅南銀座振興会

7月25日（木）
　～26日（金） 17:30～21:00 「第45回長谷通歩行者天国夏まつり」 長谷通商店街振興会

8月 3日（土） 12:00～13:00
19:00～21:00 「みなと祭り次郎長道中」 次郎長通り商店会

7月16日（火） 18:30～21:00 「清水巴川灯ろうまつり」 清水銀座商店街、入江商店会
次郎長通り商店会、巴町繁栄会、清水港町商店街

7月 6日（土） 10:00～15:00 「七夕まつり・七夕バザール」 静岡市民会館通り商店会
7月 6日（土） 13:00～17:30 「てんま夏祭り 2019」 伝馬町発展会
7月 7日（日） 11:00～16:00 「七夕まつりカラオケ大会」 清水駅江尻口よってこ商店街

8月10日（土）
　～12日（月・祝）15:00～21:00

「第57回静岡夏まつり夜店市」
中央商店街連合会（紺屋町・呉六・呉服町・七間町名店街）

7月 4日（木）
　　～7日（日） 10:00～21:00 「第67回清水七夕まつり」 清水銀座商店街、清水駅前銀座商店街

清水中央銀座商店会、清水駅江尻口よってこ商店街

8月18日（日） 10:00～16:00 「2019 つながるくさなぎ夏フェス」 草薙商店会
9月22日（日） 16:00～20:00 「フェスタ太田町」 太田町商店会

毎月１日
毎月７日
第３土・日曜日
第３・第５土・日曜日
第３日曜日
第４土曜日

9:00～13:00
9:00～13:00
11:00～18:00
11:00～売り切れ次第
10:00～15:00
9:00～14:00

「安倍の市」 静岡浅間通り商店街
「七日市」 入江商店会
「紺屋町クラフト市」 静岡紺屋町名店街
「七間町青空市」 七間町名店街
「銀ぶらマルシェ」 清水駅前銀座商店街
「鷹の市＆駿府市」 鷹匠1丁目商業発展会、駿府町1区発展会

その他、毎月実施されているイベント

清水七夕まつり 清水巴川灯ろうまつり 静岡夏まつり夜店市





　

静
岡
市
清
水
産
業・情
報
プ
ラ
ザ（
静
岡

市
清
水
区
相
生
町
６-

17
）の
１
階
：
多
目

的
ホ
ー
ル
、２
階
：
学
習
コ
ー
ナ
ー
、３

階
：
貸
会
議
室・研
修
室
、６
階
〜
７
階
：

創
業
者
育
成
室
は
、静
岡
市
の
指
定
管
理

を
受
け
て
、静
岡
商
工
会
議
所
が
運
営
し

て
い
ま
す
。特
に「
創
業
者
育
成
室
」は
、起

業
家
や
異
分
野
進
出
を
目
指
す
社
内
ベ
ン

チ
ャ
ー
等
が
利
用
で
き
る
施
設
で
全
32

室
。高
速
通
信
回
線
が
整
備
さ
れ
、24
時

間
利
用
で
き
ま
す
。

　

利
用
期
間
は
３
年
間
限
定
で
す
が
、月

額
１
万
３
千
円
の
室
料
と
光
熱
費
で
広
さ

８
㎡
の
オ
フ
ィ
ス
が
借
り
ら
れ
ま
す
。駐
車

場
料
金
は
別
途
月
額
８
〜
９
千
円
。情
報

交
換
や
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に
役

立
つ
入
居
者
交
流
会
も
開
催
し
て
い
ま

す
。

　

入
居
に
あ
た
っ
て
は
入
居
審
査
会
が
あ

り
ま
す
が
、気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

https://siip.jp/

清
水
産
業・情
報
プ
ラ
ザ
で

「
創
業
者
育
成
室
」を
運
営

㈱オーバーリンク
代表取締役

山本 達巳 さん
2018年5月1日入居
TEL 0120-400-475
https://www.facebook.com/overlink615/

わたしの
商工会議所

「
創
業
者
育
成
室
」

静
岡
商
工
会
議
所
を
上
手
に
利
用
さ
れ
て
い
る
会
員
の
皆
様
か
ら
、

会
議
所
活
用
法
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
す
。

わたしの
商工会議所

活 用 法

産業振興課

私たちがお手伝いします ！

欧米からの輸入品を
ネットショッピングで販売

異業種交流で
人脈広がる

　

私
は
カ
ナ
ダ
の
ト
ロ
ン
ト
へ
留
学
し
た

際
、日
本
と
カ
ナ
ダ
と
の
商
品
の
価
格
の

違
い
に
驚
き
、欧
米
の
限
定
商
品
や
珍

し
い
商
品
を
仕
入
れ
、シ
ョッ
ピ
ン
グ
サ
イ

ト
で
販
売
す
る
事
業
を
興
し
ま
し
た
。

　

現
在
は
、物
販
事
業
を
拡
大
さ
せ
つ

つ
、個
人・法
人
問
わ
ず
輸
入
販
売
の
ノ

ウ
ハ
ウ
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
も
行
っ
て
お

り
ま
す
。

　

今
年
５
月
に
法
人
化
し
、外
国
人
技

能
実
習
生
の
受
入
れ
支
援
事
業
を
新

た
に
開
始
し
ま
し
た
。こ
の
よ
う
に
事

業
を
拡
大
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

創
業
者
育
成
室
を
利
用
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
か
ら
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。様
々
な

事
業
を
行
っ
て
い
る
方
々
が
入
居
し
て
い

る
の
で
、交
流
会
で
相
談
し
あ
う
こ
と

も
で
き
ま
す
し
、会
議
室
な
ど
事
業
に

必
要
な
設
備
も
利
用
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。一
人
で
こ
の
よ
う
な
環
境
を
用

意
す
る
こ
と
は
な
か
な
か
難
し
い
の
で
、

こ
の
よ
う
に
恵
ま
れ
た
環
境
を
ご
提
供

い
た
だ
き
、本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
平
成
26
年
に
土
地
家

屋
調
査
士
の
資
格
を
取
得
し

た
後
、清
水
区
内
の
土
地
家
屋

調
査
士
事
務
所
に
入
社
し
３

年
間
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、独
立
開
業
し
よ
う

と
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
、清
水
区

内
で
開
業
し
て
い
る
同
じ
事
務
所
だ
っ

た
先
輩
か
ら
静
岡
商
工
会
議
所
の
清
水

産
業・情
報
プ
ラ
ザ「
創
業
者
育
成
室
」

の
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

開
業
の
準
備
も
前
の
事
務
所
で
働
き

な
が
ら
だ
っ
た
の
で
、な
か
な
か
時
間
を

割
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
し
、開

業
し
て
し
ば
ら
く
は
、運
営
資
金
を
で

き
る
だ
け
抑
え
た
か
っ
た
の
で
、室
料
や

光
熱
費
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
、非
常

に
助
か
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、清
水
産
業
・情
報
プ
ラ
ザ
は
、

商
談
す
る
部
屋
や
サ
ロ
ン
な
ど
の
設
備

も
整
っ
て
い
ま
す
し
、郵
便
物
や
宅
配
便

の
受
け
取
り
ま
で
し
て
く
れ
る
事
務
局

に
は
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　
「
創
業
者
育
成
室
」に
入
居
し
て
み

ま
し
て
、当
初
予
測
し
て
い
た
こ
と
だ
け

で
な
く
異
業
種
交
流
会
に
よ
る
人
脈
の

広
が
り
や
業
務
の
拡
大
な
ど
、想
像
以

上
の
恵
ま
れ
た
環
境
に
大
変
満
足
し
て

い
ま
す
。

西村哲土地家屋調査士事務所
代表

西村 哲 さん
2018年4月1日入居
TEL 054-355-3911

増田篤宏

甲斐容子原久見子

小堺昭宏

堀川　渉

さとし



最近、新聞等で話題になっている「外国人の雇用」
に関心があります。外国人雇用のポイントについて、
教えてください。

　

ま
ず
は
、外
国
人
の
定
義
を
み
て
み

ま
し
ょ
う
。

　

外
国
人
は
、日
本
政
府
か
ら
そ
れ
ぞ

れ『
在
留
資
格
』が
与
え
ら
れ
、そ
の
資

格
毎
に
就
労
で
き
る
条
件
が
決
ま
って
い

ま
す
。本
年
４
月
に
施
行
さ
れ
た
改
正

入
管
法
で
、労
働
力
不
足
の
解
消
を
目

的
と
し
て
、一
定
の
専
門
性・技
能
を
有

し
、即
戦
力
と
な
る『
特
定
技
能
外
国

人
』の
就
労
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。『
特

定
技
能
外
国
人
』は
、企
業
の
直
接
雇

用
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
と
、採
用
人
数
の

制
限
が
な
い
こ
と
が『
技
能
実
習
生
』と

の
大
き
な
違
い
で
す（
但
し
、介
護
と
建

設
は
制
限
あ
り
）。

誌上
経営
相談

株式会社ありがとう　　
代表取締役
静岡商工会議所 専門指導員

回　答

「外国人」という意識
を持たずに、いかに必
要な人材を雇用する
かを念頭に進めてい
きましょう。

在
留
資
格
か
ら
見
る
働
き
手

ど
の
よ
う
な
人
材
を

必
要
と
し
て
い
る
の
か

　

雇
用
形
態
と
業
務
内
容
を
決
め
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。雇
用
形
態
は
、「
正

社
員
」と
、契
約
社
員
、派
遣
社
員
、パ
ー

ト・ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
の「
非
正
社
員
」に

分
か
れ
ま
す
。日
系
人
の
多
く
は
、こ
の

「
非
正
社
員
」と
し
て
雇
用
さ
れ
て
い
る

ケ
ー
ス
が
多
い
で
す
。業
務
内
容
は
、知

識・経
験・技
術
な
ど
も
考
慮
す
る
必
要

雇
用
の
上
で
の
ポ
イ
ン
ト 

　

業
務
内
容
と
役
割
、報
酬
、納
税・保

険
加
入
の
義
務
、社
内
ル
ー
ル
な
ど
を
、

相
手
が
理
解
し
納
得
す
る
ま
で
何
回
で

も
説
明
し
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、『
在
留

カ
ー
ド
』に
よ
る「
日
本
で
働
け
る
の
か
」

と「
日
本
に
何
時
ま
で
居
ら
れ
る
の
か
」

の
確
認
と
、雇
用
時
の
義
務
と
し
て『
外

国
人
雇
用
状
況
届
出
書
』の
提
出
が
必

要
で
す
。そ
し
て
、最
も
重
要
な
こ
と

は
、い
か
に
日
本
人
従
業
員
と
同
等
の
待

遇
で
働
け
る
環
境
を
作
れ
る
か
で
す
。

も
あ
り
ま
す
の
で
、詳
細
に
決
め
て
お

き
ま
し
ょ
う
。い
ず
れ
に
し
ろ
、「
ど
の
よ

う
な
仕
事
を
し
て
も
ら
い
、会
社
と
し

て
ど
の
よ
う
な
人
材
に
育
っ
て
ほ
し
い
の

か
」を
明
確
に
し
て
お
く
こ
と
が
重
要

で
す
。

就労活動の制限なし 身分に基づく在留資格

就労活動に制限あり

専門的・技術的分野での
在留資格

資格外活動

技能実習

特定活動

（ 新　設 ）

永住者、定住者など

高度な専門人材
（大学卒業の留学生を含む）

留学生
（週28時間以内のアルバイト） など

技能実習生

インターンシップ、経済連携協定に
基づく外国人看護士・介護士候補者など

特定技能外国人

外国人の就労条件

外国人雇用に
臨むための
準備と心得

櫻井 渉 さん
 わたる

外国人の定義

日本人

外国人

●日本に帰化した人
  （国籍を日本に変更した人）

●永住者、定住者
  （日本人の配偶者を持つ人、日系人など）
●高度な専門人材
  （医者、弁護士、大学の研究者など）
●留学生
●技能実習生
●特定技能外国人

●外国人観光客

就 労 可

就労不可



　

午
前
８
時
45
分
、富
春
院（
葵
区
大

岩
本
町
）か
ら
今
川
義
元
公
生
誕
五
百

年
祭
推
進
委
員
会（
委
員
長
：
小
和
田

哲
男
静
岡
大
学
名
誉
教
授
）の
メ
ン
バ
ー

ら
約
１
０
０
名
が
木
遣
り
隊
を
先
頭
に

行
列
を
つ
く
り
、臨
済
寺（
葵
区
大
岩

町
）を
目
指
し
て
出
発
し
ま
し
た
。

臨
済
寺
で
は
、阿
部
老
師
が
一
行
を
お

出
迎
え
し
、到
着
後
、木
遣
り
や
御
詠

歌
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。10
時
か
ら
臨

済
寺
に
お
い
て
営
ま
れ
た
合
同
法
要
で

は
、胴
が
祀
ら
れ
て
い
る
大
聖
寺（
愛
知

県
豊
川
市
）の
植
村
住
職
と
御
首
が
祀

ら
れ
て
い
る
臨
済
寺
の
阿
部
老
師
に
よ

る
読
経
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ち
ょ
う
ど
１
週
間
前
の
５
月
12
日
に

大
聖
寺
で
は
、今
年
で
57
回
目
と
な
る

「
今
川
義
元
公
供
養
祭
」が
催
さ
れ
、こ

の
供
養
祭
に
今
川
義
元
公
生
誕
五
百

年
祭
推
進
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
ら
12
名

が
参
列
し
ま
し
た
。

　

今
川
家
の
菩
提
寺
で
あ
る
臨
済
寺
で

行
わ
れ
た
初
の
合
同
法
要
に
は
、今
度

は
豊
川
市
か
ら
今
川
義
元
公
奉
賛
会
の

メ
ン
バ
ー
ら
約
40
名
が
来
静
し
、合
計

約
５
０
０
名
が
静
岡
の
礎
を
築
い
た
義

元
公
を
偲
び
ま
し
た
。

　

午
後
１
時
30
分
か
ら
は
、静
岡
市
民

文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
に
お
い
て『
今
川
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム・
今
川
義
元
公
大
好
き
宣

言
』が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。当
日
は
２

階
席
ま
で
解
放
し
、ほ
ぼ
満
席
の
１
，７

０
０
人
超
の
来
場
者
が
あ
り
ま
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、は
じ
め
に
静
岡

市
観
光
親
善
大
使
で
、今
川
義
元
公
が

大
好
き
な
こ
と
を
公
言
し
て
い
る
落
語

家
の
春
風
亭
昇
太
師
匠
か
ら
の
ビ
デ
オ

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
公
開
さ
れ
、そ
の
後
、「
と

って
お
き
の
今
川
義
元
」と
題
し
た
小
和

田
哲
男
氏
に
よ
る
基
調
講
演
が
行
わ
れ

ま
し
た
。（※

詳
細
は
次
ペ
ー
ジ
の
通
り
）

　

基
調
講
演
終
了
後
、小
和
田
氏
と
、

脚
本
家
で
２
０
１
７
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河

ド
ラ
マ「
お
ん
な
城
主
直
虎
」の
脚
本

も
担
当
し
た
森
下
佳
子
さ
ん
に
よ
る
ト

ー
ク
セ
ッ
シ
ョン
が
行
わ
れ
、大
河
ド
ラ
マ

の
裏
話
を
交
え
な
が
ら
こ
れ
ま
で
の
イ

メ
ー
ジ
の
裏
に
隠
さ
れ
た
本
当
の
義
元

公
に
つい
て
、お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、授
業
の
中
で
今
川
時
代
の

学
習
を
し
て
き
た
静
岡
市
立
安
東
小

学
校・静
岡
大
学
教
育
学
部
附
属
静
岡

小
学
校
の
児
童
ら
か
ら
合
唱
や
演
劇
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
川
義
元
公
大
好
き
宣
言
で
は
、静

岡
の
未
来
を
担
う
子
供
た
ち
と
と
も

に
今
川
氏
が
育
ん
で
く
れ
た
静
岡
を
愛

し
、更
な
る
発
展
を
さ
せ
、義
元
公
の
功

績
を
後
世
に
誇
り
高
く
語
り
継
い
で
い

く
こ
と
を
誓
い
、会
場
の
皆
さ
ん
と
一
緒

に「
今
川
義
元
公
大
好
き
！
」と
声
高

ら
か
に
宣
言
い
た
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、今
川
義
元
公
生
誕
五
百
年

祭
推
進
委
員
会
公
認
広
報
大
使「
今
川

さ
ん
」の
軟
弱
な
武
将
と
い
う
誤
解
の

せ
い
で
流
し
て
い
た
悔
し
涙
が
、本
日
多

く
の
皆
様
と
今
川
義
元
公
に
つ
い
て
学

び
、大
好
き
宣
言
も
し
た
こ
と
か
ら
、子

供
た
ち
に
よ
って
拭
き
取
ら
れ
ま
し
た
。

今
川
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・

今
川
義
元
公
大
好
き
宣
言

今
川
義
元
公
合
同
法
要

今
川
義
元
公
の
命
日
に
あ
た
る
５
月
19 
日
㈰
、

様
々
な
五
百
年
祭
事
業
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

今川義元公の木像に焼香する小和田委員長 富春院から臨済寺に向けた行列の様子

今川義元公大好き宣言



　

名
実
と
も
に
戦
国
を
代
表
す
る
武

将
、武
田
信
玄
・
上
杉
謙
信
と
今
川
義

元
は
肩
を
並
べ
て
い
た
事
実
が
あ
り
ま

す
。地
位
の
高
い
人
か
ら
名
前
の
一
字
を

賜
う
、こ
れ
を
偏
諱（
へ
ん
き
）と
言
い
、

一
般
的
に
名
前
の
下
の
字
を
賜
い
ま
す
。

足
利
義
晴
か
ら「
晴
」の
字
を
賜
っ
た
武

田
晴
信
、伊
達
晴
宗
。足
利
義
輝
か
ら

「
輝
」を
賜
っ
た
上
杉
輝
虎
、伊
達
輝
宗
。

い
ず
れ
も
将
軍
の
下
の
字
を
賜
っ
て
い
ま

す
。し
か
し
、今
川
義
元
は
足
利
義
晴
か

ら
上
の
字「
義
」を
賜
っ
て
い
ま
す
。こ
れ

は
、今
川
家
が
足
利
一
門
で
あ
り
、将
軍

家
か
ら
特
別
な
存
在
だ
っ
た
か
ら
で
す
。

　

弘
治
元
年
、第
二
回
川
中
島
の
戦
い

を
仲
裁
し
た
こ
と
か
ら
も
、義
元
が
武

田・上
杉
と
同
等
の
武
力
を
持
っ
て
い
た

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。義
元
は
宗
三
左

文
字
と
い
う
二
尺
六
寸
の
長
い
太
刀
を

戦
場
で
振
る
っ
て
い
ま
す
。織
田
信
長
は

そ
の
太
刀
に
義
元
を
討
っ
た
記
念
の
彫

り
を
入
れ
て
持
ち
、そ
の
後
、豊
臣
秀

吉
、徳
川
家
康
と
い
う
天
下
人
の
間
を

渡
って
ゆ
き
ま
す
。義
元
は
戦
国
三
英
傑

か
ら
も
大
き
な
存
在
で
あ
っ
た
の
で
す
。

　

今
川
家
は
軍
事
力
、経
済
力
、文
化

面
に
お
い
て
も
戦
国
時
代
の
ト
ッ
プ
に
立

っ
て
い
た
時
期
が
あ
り
ま
す
。甲
斐
、相

模
、駿
河
に
よ
る
甲
相
駿
三
国
同
盟
を

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
た
の
が
義
元
で
あ
り
、当

時
珍
し
か
っ
た
三
国
の
同
盟
を
、そ
の
外

交
手
腕
に
よ
って
成
立
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

太
閤
検
地
に
よ
る
と
、義
元
が
支
配

し
た
三
国
の
石
高
は
七
十
万
石
と
意
外

と
低
く
、義
元
が
桶
狭
間
の
戦
い
で
二

万
五
千
も
の
大
軍
を
率
い
る
こ
と
が
で

き
た
背
景
に
は
、卓
越
し
た
経
済
力
が

あ
り
ま
す
。経
済
力
の
も
と
は
二
つ
あ

り
、一つ
は
産
金
収
入
で
す
。義
元
の
時

代
に
灰
吹
き
法（
は
い
ふ
き
ほ
う
）と
い

う
優
れ
た
金
の
精
錬
技
術
が
伝
わ
り
、

安
倍
川
上
流
、大
井
川
上
流
の
金
山
か

ら
莫
大
な
金
を
得
て
お
り
ま
す
。

　

も
う
一つ
は
、商
品
流
通
経
済
で
す
。

物
流
の
大
動
脈
で
あ
る
東
海
道
、太
平

洋
側
の
航
路
の
発
達
に
よ
る
港
か
ら
の

税
収
は
莫
大
で
し
た
。今
川
家
は
商
品

流
通
経
済
を
い
ち
早
く
掌
握
し
、信
長

よ
り
も
一
年
早
く
楽
市
楽
座
を
開
い
て

い
ま
す
。さ
ら
に
大
名
権
力
で
商
人
た

ち
を
押
さ
え
つ
け
る
の
で
は
な
く
、商
人

た
ち
を
束
ね
さ
せ
る
商
人
頭
を
指
名
し

「
商
人
た
ち
の
こ
と
は
商
人
に
任
せ
る
」

今
で
い
う
民
活
導
入
を
行
っ
て
い
ま
す
。

商
人
頭
の
設
置
と
町
衆
自
治
の
容
認
な

ど
の
先
見
性
が
、後
の
経
済
発
展
の
大

き
な
要
因
と
な
り
ま
し
た
。

　

義
元
の
二
万
五
千
の
兵
は
殆
ど
が
半

農
半
士
で
専
業
の
武
士
は
一
割
程
度
、

対
し
て
奇
襲
を
か
け
た
織
田
の
二
千
の

兵
は
専
業
武
士
の
精
鋭
部
隊
で
し
た
。

　

桶
狭
間
の
戦
い
で
義
元
が
塗
輿
に
乗

っ
て
い
た
こ
と
が
有
名
で
、義
元
は
馬
に

乗
れ
な
か
っ
た
な
ど
と
言
わ
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、塗
輿
に
乗
る
こ
と
が
足

利
家
よ
り
与
え
ら
れ
た
恩
典
で
あ
り
、

そ
の
権
威
に
よ
っ
て
織
田
信
長
を
威
圧

す
る
た
め
に
あ
え
て
輿
に
乗
っ
て
い
た
の

で
す
。桶
狭
間
は
、狭
間
と
い
う
地
名
が

災
い
し
て
谷
間
だ
と
捉
え
ら
れ
て
い
ま

し
た
が
、信
長
公
記
に
よ
る
と
桶
狭
間

山
と
記
述
さ
れ
て
い
ま
す
。今
川
家
の

不
運
は
、家
老
ク
ラ
ス
の
重
臣
が
殆
ど
討

ち
死
に
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
、重
臣
た
ち

が
多
く
生
き
残
っ
て
い
れ
ば
今
川
家
は

立
て
直
し
が
で
き
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

松
平
竹
千
代
の
駿
府
で
の
人
質
生
活

を
、文
字
通
り
の「
人
質
」と
と
っ
て
は

間
違
い
で
す
。義
元
は
竹
千
代
を
可
愛

が
っ
て
お
り
、将
来
は
氏
真
の
補
佐
役
に

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。だ
か
ら
こ

そ
自
分
の
名
前
か
ら「
元
」の
字
を
与

え
、系
譜
の
上
で
自
分
の
姪
に
あ
た
る

女
性
を
嫁
が
せ
、な
に
よ
り
も
自
分
の

先
生
で
あ
り
軍
師
で
あ
っ
た
雪
斎
に
竹

千
代
の
教
育
を
任
せ
て
い
ま
す
。こ
の

教
育
期
間
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
家
康
は

天
下
を
取
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。

今
川
義
元
は
武
田
信
玄・上
杉
謙
信
と

肩
を
並
べ
て
い
た
！？

「
海
道
一
の
弓
取
り
」

安
定
し
た
領
国
経
営

桶
狭
間
の
戦
い
の
真
実

今
川
あ
り
て
、
徳
川
あ
り

と
っ
て
お
き
の
今
川
義
元

小
和
田
哲
男
氏

静
岡
大
学
名
誉
教
授・文
学
博
士

今
川
義
元
公
生
誕
五
百
年
祭
推
進
員
会
委
員
長

桶狭間合戦地図



その他当事務所サービス
毎月ご訪問による税務監査、税務申告決算業務
事業承継・経営改善サポート業務
投資や採用計画に基づいた経営計画作成、資金繰り表作成 など　経営に関する全般をサポートいたします。

弥生会計・弥生販売・弥生給与・弥生顧客の導入や運用方法でお悩みなら、ぜひ当事務所にご相談ください。
導入・指導実績豊富なスタッフが、お客様のご希望に合ったソフトの選定から導入、実際の運用方法まで丁寧に対応いたします。
無料体験セミナーや活用セミナーも毎月実施中。詳しくはホームページ又はお電話にてお気軽にお問い合わせください。
（無料体験セミナー）  弥生会計  2019年7月3日（水）13：30～15：00　弥生給与  2019年7月3日（水）15：15～16：45

クレジットカードには対応しているけれど、電子マネーやQRコード、モバイル決済まではちょっと必要ないかな？
・・・いいえ、そんな事ありません。消費者にとって『便利』や『お得』はお店を選ぶときにとても重要な判断材料です。

会社の経理システムはもちろん、POSレジ導入なども支援してきた当事務所だからこそ、導入する側のメリット・デメリット、費用についてなどを、具体的にご説明。
「興味はあるからちょっと聞いてみよかな？」と思ったら、是非お気軽にお問い合わせください。

□そもそもキャッシュレス決済って何？事業者にとって何か得することはあるの？
□具体的に何が必要？導入費用やその後のランニングコストはどれくらい？
□資金繰りに影響でないの？

原耕司税理士事務所原耕司税理士事務所原耕司税理士事務所
〒421-1213  静岡市葵区山崎2丁目35-33  TEL：054-277-2525  MAIL：info.haratax@gmail.com

当事務所は
『経営革新等支援機関』です！

WEB：http://www.tax.io/　又は 原耕司税理士事務所 検　索
↑↑

今話題
！

弥生各種ソフトの導入は経験豊富な当事務所にお任せください

‶キャッシュレス決済"導入を全面的に
サポートします！

〒421-1213  静岡市葵区山崎2丁目35-33 TETEL：L 054-277-2525 054 277 2525 MAIMAIL：L info.haratax@gmail.comi

無料特許・商標相談会

※事前にご予約下さい。

〒422-8064 静岡市駿河区新川1-11-28
ＴＥＬ 054-654-5480／ＦＡＸ 054-654-5482

7月23日㈫ 13：30～
TEL054-253-5113
7月24日㈬ 14：00～
TEL054-355-5400

商工会議所 静岡事務所
　
清水産業・情報プラザ



代表者名 所　在　地 事業内容
(同)うなぎのはら川
たんぽぽ
㈱アイ・アンド・シー
静岡アイホー調理機㈱
㈱長谷川畳店
アイワビジネス㈱
水上設計㈱
㈱リバブル
㈱エークラフト
㈱クリーンリネス
臨海産業企画㈱
両角設備
秀和建工㈱
㈱ＳＡＴＮＡＤＩ
見城工業
レベッカ
日本オ－ガニック㈱
㈱オートステージＢＩＳＥＮ
㈱ジョイ・ナス
Ｋ－４ｆａｃｔｏｒｙ
㈱東海アクアノーツ
山九㈱ 静岡支店
㈱天野
村瀬技術士事務所
美容室 晴
牧野クリーニング店
㈱プライムネット
朝原労務会計事務所
Ｏｕｃｈｉ ハレとケの暮らし
ＢＡＳＥ
ヒーリングスペースｍａｈｏｌｏｂａ
㈱ＵＳＥＮ 静岡支店
Ｎｏｂｌｅ
岡本興業
プライベートサロン Ｔｉａｒａ
㈱オフィス小和田
Ｍａｌｅ
ＰａｙＰａｙ㈱ 静岡拠点
Ｂｉｒｄｙ
ＦＩＥＬＤ ＯＮＥ トレーニングスタジオ
特定非営利活動法人静岡市観光ボランティアガイド駿府ウェイブ
ｔ．ｋｏｊｉｍａ
㈱ささき
静鉄ホームズ㈱
有馬水産
すぎ多
㈱池谷トレディング
㈱プレジール
Ｂｏｄｙ Ｂｒａｎｄ
㈱ジー・ディー・エス
Ｏｃｔｒｏｌｌ㈱
丸松水産㈱
㈲ケーティーエス
㈱旬香亭
㈱ジーズサービス
Ｍｉｌｋ ｃｒｏｗｎ ｃａｆｅ ａｎｄ ｂａｒ
野秋設備
８７ｋｉｔｃｈｅｎ
一般社団法人 静岡県計量協会
らーめんまん
居酒屋スナック心
ＳＲＣ
㈱柿澤学園
相続・介護・老後準備室
マツダフード
石上国語教室学習サロンドリームポート
㈱アイアールネットワーク
柴田　浩光
㈱ロリエたこまん

原科　達也
白鳥　節子
徳浪　則夫
榊原　克宜
長谷川　俊介
藤井　嗣也
水上　泰章
兼高　崇
喚田　誠
中村　隆之
秋山　晴美
両角　修三朗
沢本　秀行
薩川　奈々
見城　隆
小澤　光之助
水谷　久美子
寺尾　昌暁
石上　倫代
浅谷　一美
社家間　太郎
若松　豊一
天野　幸宏
村瀬　武雄
鈴木　千晴
牧野　浩之
藤井　佐智子
朝原　邦夫
塚本　木綿子
久住　健人
糠谷　聡美
戸田　潤一
鈴木　紳恵
岡本　圭祐
柴田　弓代
小和田　哲男
小林　雄斗
小澤　淳一
岩崎　美和子
増田　統久
尾関　吉生
小島　敏彦
佐々木　信重
下田　隆
有馬　純
三浦　貴志
池谷　大輔
中野　由美子
芦澤　真貴
谷野　剛一
田中　啓之
松浦　令一
勝間田　正和
齋藤　新太郎
永田　耕二
望月　友仁
野秋　將光
花田　渉
勝池　敬
鷺坂　知也
池谷　由香里
石川　貴也
柿澤　友也
深瀬　恵子
松田　嘉彦
杉浦　ます美
榊原　修
柴田　浩光
平松　季哲

鰻料理
飲食業
コンピュータソフトウエア開発
厨房機器販売・取付工事
畳製造販売
不動産賃貸、管理、保守、コンサルタント
建築設計
不動産の賃貸、管理、売買
建築設備工事
清掃　ハウスクリーニング
コンサルタント
建設
建設資材の販売
心理カウンセリング
サッシ取付工事
定食
有機質肥料・配合肥料製造販売
車の外装・内装クリーニング・販売・修理
訪問理美容サービス
トラック外装パーツ
自然環境調査（主に海域）
港湾物流
カーフロアマットの製造
ITコンサルタント
美容院
クリーニング業
土地、建物の売買・交換・賃貸・媒介・管理
税理士、特定社会保険労務士、宅地建物取引士
お弁当・お料理教室
スポーツジム
アロマセラピー、アロマ空間コーディネート、アロマ香水
音楽配信、POSレジ等通信機器販売、店舗支援サービス
エステサロン
建設
美容
講師派遣
屋根工事、太陽光機器設置
スマートフォン決済サービス
スナック・バー
フィットネス（パーソナルトレーニング、資格養成）
観光ガイド、観光イベント企画運営
インターネット販売（ＯＡ機器、アパレル）
法面工事
建築工事
水産卸売
飲食
ＩＴサービス
化粧品製造販売
フィットネストレーナー
飲食
商社
鮮魚等卸売
一般貨物自動車運送業、倉庫業
飲食店の経営およびコンサルティング業務
一般貨物自動車運送業、梱包
カフェ アンド バー
水道工事業
飲食系移動販売
計量器の検査（静岡県受託業務）、静岡県証紙売捌き、会員活動
ラーメン店
居酒屋 スナック
空調設備工事・電気工事
自動車教習所
相続介護 相談サービス、勉強会
食品卸 商品開発他
学童保育、学習塾
社会保険労務士
大工
和洋菓子製造

静岡市葵区呉服町2-6-5
静岡市葵区馬場町19
静岡市駿河区南町18-1 サウスポット静岡１６Ｆ
静岡市駿河区中島381-1
静岡市駿河区小鹿1-56-2
静岡市葵区鷹匠2-2-14
静岡市清水区鳥坂765
静岡市葵区羽鳥6-21-9
静岡市駿河区高松1-23-21
静岡市葵区昭府2-35-33
静岡市清水区相生町6-17
静岡市葵区本通7-2-6
静岡市駿河区丸子7-7-46
静岡市葵区常磐町3-3-15-401号室
静岡市葵区平野506
静岡市葵区東町31
静岡市葵区流通センター11-10
静岡市葵区北1-19-1
静岡市駿河区東新田2-5-22
静岡市清水区船越2-7-40
静岡市清水区八坂北1-10-12
静岡市清水区江尻東2-1-5 太陽生命清水ビル7階
静岡市清水区但沼町字荒田1165-1
静岡市葵区唐瀬1-16-25-306
静岡市清水区真砂町1-32-2F
静岡市駿河区小鹿2-28-9
静岡市葵区東鷹匠町3-48-506号
静岡市清水区蒲原1-4-21
静岡市葵区幸町6-26
静岡市葵区横田町10-6
静岡市清水区折戸1-8-5
静岡市葵区伝馬町8-6 トップセンタービル２Ｆ
静岡市葵区呉服町2-9-8-2F
静岡市清水区長崎195
静岡市葵区水落町15-17
静岡市駿河区南町9-1-1104
静岡市葵区瀬名1-13-20－３
静岡市葵区黒金町3 黒金町シャンソンビル5階
静岡市清水区巴町10-3 田口ビル１Ｆ
藤枝市前島2-1-3 谷川沢ビル２Ｆ
静岡市葵区常磐町1-8-6 常磐町アイワビル５Ｆ
静岡市清水区相生町6-17-710号室
静岡市清水区能島312-5
焼津市大住915
静岡市清水区千歳町7-11 プラザ・ドゥ・パース１０１号
静岡市葵区瀬名川2-27-33
東京都渋谷区道玄坂1-19-9-10F
静岡市駿河区丸子5384
静岡市葵区駒形通4-2-12
浜松市西区大久保町2840-1
兵庫県神戸市中央区海岸通8-402
静岡市駿河区西脇296-1
御殿場市板妻734-12
東京都豊島区南長崎3-26-3
湖西市新居町中之郷3636-10
静岡市清水区真砂町3-15 Ｉcomfort102号室
静岡市駿河区新川2-10
静岡市葵区松富3-5-36
静岡市葵区牧ケ谷2078
静岡市清水区追分1-7-1
静岡市駿河区大和2-3-37-229
静岡市葵区大岩3-7-22
静岡市清水区興津中町522-1
静岡市駿河区南安倍3-18-15 4
静岡市清水区相生町6-17 産業情報プラザ706
静岡市清水区西大曲町9-1 １階
静岡市葵区伝馬町1-2 3F
静岡市葵区北4-3-14
静岡市清水区大坪2-4-1

事業所名

会 議 所 T O P I C S

新会員ご紹介 2019年1月1日～4月30日の間でご加入された事業所です。
（順不同・敬称略）※掲載希望事業所のみ  

新会員紹介キャンペーン展開中！ 新会員をご紹介ください。ご紹介いただいた方に
もれなく図書カードをプレゼントいたします。



わが社自慢の商品・サービス静岡商工会議所会員
商品・サービス 紹介コーナー

〒420-0837 静岡市葵区日出町9-12
TEL 054-251-0333　FAX 054-251-2016
http://www.toyota-lf-shizuoka.jp/

トヨタエルアンドエフ静岡㈱

ＬとＦの二つの柱、ロジスティ
クス＆フォークリフト。トヨタ
Ｌ＆Ｆ静岡はフォークリフトを
始め物流機器の販売、点検
修理を行っている会社です。
お困り事なら何でもご相談
下さい。詳しくはホームペー
ジをチェック！

「ニッポンの物流美」
トヨタＬ＆Ｆ静岡

〒424-8760 静岡市清水区入船町14-12
TEL 054-353-2111　FAX 054-353-6630
http://www.aoki-trans.co.jp/

アオキトランス㈱

創業1世紀を超える提案型総合物流企業です
当社は大正3年創立以降、“お客様に満足いただける物流サ
ービスとは何か”を絶えず追求し、清水港を中心に「海・陸・空」
の物流手段を駆使した総合物流サービスを提供しています。

〒422-8061 静岡市駿河区森下町1-35 静岡MYタワー 3F
TEL 054-288-2741　FAX 054-288-2780
http://www.seiwa-kaiun.co.jp/

清和海運㈱

お客様と世界を繋ぐ物流会社  清和海運
昭和24年創業、清水港を拠点とし皆様のご支援の下、約70
年に亘り物流面でのサポートをさせていただいております。
東南アジアを中心としたネットワークを駆使し、ボーダレスな
企業活動を物流面で支えてまいります。

創業100年を超える、信頼と実績
地域に根付いた高い現場力をコアコンピタンスに、世界に羽
ばたく物流の拠点として 次世代に備える。

100年の歴史
は当社の資産。
培った経験と
知恵を継承し
ながら、イノベ
ーションの実現
を目指します。

〒424-8722 静岡市清水区尾羽471-1
TEL 054-371-5520　FAX 054-371-5531
http://www.shimizusok.co.jp

清水倉庫㈱

物流倉庫を通じて地域社会に貢献します。
総合物流倉庫として、清水本社で７０年。静岡県内に５ヵ所、

県外に神奈川、
栃木、茨城、富山
と５県９ヶ所の事
業所を構え、その
ネットワークを活か
しています。これ
からもお客様の多
様なニーズにお応
えしてまいります。

〒424-0806 静岡市清水区辻1-14-22
TEL 054-367-1311　FAX 054-364-9503
http://dai1w.co.jp/

㈱DRマネジメント（第一倉庫・第一物流サービス）

〒424-0943 静岡市清水区港町2-９-５
TEL 054-353-2151　FAX 054-353-2320
http://www.amanok.co.jp

㈱天野回漕店

ニーズに即した物流サービスを提供します。
創業２１9年、日本最古参の港湾運送会社として、安心・安全・
確実・迅速をモットーに、多くのお客様のニーズにお応えしてき

ました。これから
も多種多様な
倉庫群とＷＭＳ
（倉庫管理シス
テム）により満
足いただけるサ
ービスの提供を
お約束します。



故さくらももこさんから寄贈され、静岡市内の２箇所に設置され
ている「ちびまる子ちゃん」のマンホールを立体化したフィギュ

アです。作
業員をイメー
ジした可愛
いフィギュア
付き。カプセ
ルに入れた
ままでも飾れ
ます。

ちびまる子ちゃんマンホールフィギュア

全２種セット 600円（税込）

旧庵原郡庵原村出身で1998年に亡くなった柴田昌年（桃
圃）先生が、三保松原の羽衣伝説の南画と謡曲羽衣の一部

歌詞を描いた
色紙を掛軸に
収めました。
大きさ縦85㎝
×横31㎝／
３種類。限定
販売です。

郷土の偉人 柴田昌年（桃圃）先生作  掛軸

3,000円（税別）A B C

〒424-0646 静岡市清水区木の下町111（佐野印刷㈱内）
TEL 054-368-4461　FAX 054-368-4481
http://www.sano-printing.jp

三保松原「神の道」和婚式実行委員会

豪華な衣装、艶やかな化粧、粋で優美な身のこなしがお客様
を魅惑の世界へ誘います。「Sｉｎｇを見た」と言っていただいた

方は、2019年
9月末迄の期
間限定で当日
券1,800円を
1,500円で販
売します。

清水駅前銀座商店街の新名所「大衆演劇清水ヒカリ座」

〒424-0816 静岡市清水区真砂町4-3 清水駅前銀座アーケード内
TEL 054-340-8766　FAX 054-340-8770
https://shimizuhikariza.jimdofree.com/

大衆演劇 清水ヒカリ座

〒421-1221 静岡市葵区牧ケ谷2127
TEL 054-278-3356　FAX 054-278-5938

㈱レスト,ワン
〒424-0065 静岡市清水区長崎64-1
TEL 054-345-2047　FAX 054-345-2285
http://www.platz-hobby.com

㈲プラッツ

企業・団体様の展示会・フェア等のイベントに花を添えるケー
タリング・屋台出店サービスを利用してみませんか？飲食提供

により来場者の
滞在時間が増え
るので、ご成約に
貢献できれば幸
いです。仙台から
大阪まで出張可
能、衛生管理も
万全です。

イベントに花を添えるケータリングサービス

会員事業所限定で、年に1回無料掲載できます。申込方法等の詳細は わが社自慢 検　索で掲載事業所 募集中！

静岡商工会議所報「Sing」へのPRチラシ同封サービスのご案内
貴社のPRチラシを「Sing」に同封し、静岡商工会議所の会員13,000事業所に
配布します。格安で効果的な広報手段として、ぜひご活用ください！

お問い合わせ・お申込み先　静岡商工会議所　企画広報室（TEL 054-253-5111）

★開封率が高く、静岡市の中小企業経営者にターゲットをしぼったPRができます。 ★単独DMに比べて、配送コストを削減できます。
※A4判チラシ（25gまで）郵送の場合、@72円（特別料金適用）×1３,000通＝936,000円。本サービスを利用すると、10８,000円と格安です。
※本サービスのご利用は当会議所の会員であること、他要件がございます。

【利用料金】 （下記の料金は消費税8％を含んでいます）

チラシ
サイズ
利用料金

Ａ４判まで 折りなし １０８，０００円
Ａ３判まで ２つ折り １２９，６００円

仕上がりＡ４判まで ８ページ以内 １５１，２００円
仕上がりＡ４判まで ８ページ超 １５１,２００円に４ページ増す毎に２１，６００円加算
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し
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に
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検
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磨
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休
日
は
食
べ
る
こ
と
が
好
き
な
の
で
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県
内
あ
ち
こ
ち
の
レ
ス
ト
ラ
ン
や
カ
フ
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行
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が
多
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ト
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星　座 ： うお座
血液型 ： O型
趣　味 ： 美味しいお店を見つけ食べること
ＴＥＬ ： 054-378-8141
Ｈ　Ｐ ： http://www.corolla-shizuoka.co.jp

早川 知里さん
トヨタカローラ静岡㈱ 清水中央店　 「

一
期
一
会
」お
客
様
と
の

コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
を
大
切
に
し
て
い
ま
す

は や か わ 　 ち  さ と

星　座 ： ふたご座　血液型 ： A型
趣　味 ： バイク
ＴＥＬ ： 054-297-5665
Ｈ　Ｐ ： http://www.life-fudousan.net

大石 真司さん
お お い し　 し ん 　じ

㈱ライフ　代表取締役
静岡商工会議所青年部 令和元年度 ビジネスケア委員会副委員長

　

当
社
は
、不
動
産
仲
介
業
を
営
ん
で

お
り
ま
す
。内
容
と
し
て
は
、エ
ン
ド
ユ
ー

ザ
ー
の
方
へ
の
土
地
紹
介
を
メ
イ
ン
に
し

て
お
り
ま
す
。静
岡
市
内
の
土
地
紹
介

で
は
、お
客
様
の
要
望
を
聞
き
な
が
ら
限

ら
れ
た
予
算
で
条
件
に
合
う
土
地
を
ご

提
案
し
て
お
り
ま
す
。新
規
未
公
開
物

件
も
逸
早
く
ご
紹
介
し
て
お
り
、最
高
の

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
不
動
産
エ
ー
ジ

ェン
ト
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、売
却
に
つ
き
ま
し
て
も
当
社
顧

客
へ
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
い
、広
告
だ
け
に

頼
ら
な
い
営
業
活
動
を
行
っ
て
い
き
双
方

が
満
足
い
く
仲
介
業
を
心
が
け
て
お
り

ま
す
。不
動
産
の
早
期
現
金
化
を
求
め

ら
れ
る
方
に
は
買
取
り
も
対
応
い
た
し

ま
す
。き
め
細
か
な
査
定
か
ら
売
却
シ
ミ

ュレ
ー
シ
ョン
を
ご
提
案
し
て
お
り
ま
す
。

　

近
年
静
岡
市
内
、特
に
清
水
区
の
人

口
減
少
が
顕
著
に
な
っ
て
お
り
、土
地
相

場
の
下
落
や
賃
貸
の
空
室
に
も
繋
が
っ
て

お
り
ま
す
。商
工
会
議
所
青
年
部
の
活

動
を
通
し
て
静
岡
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル

し
て
、県
外
に
出
た
若
者
が
戻
っ
て
来
た

く
な
る
、ま
た
移
住
者
が
増
え
る
よ
う

貢
献
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

静
岡
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
！
県
外
に
出
た
若
者
が

戻
り
た
く
な
る
、移
住
者
が
増
え
る
よ
う
貢
献



※インタビュアーの長田義明さんは、静岡市出身のジャーナリストで、元時事通信社解説委員。

静
岡
市
に
ゆ
か
り
が
あ
り
、東
京
を
拠
点
に
内
外
で
活
躍

す
る
皆
様
に
、東
京
か
ら
見
た
静
岡
市
の
良
さ
と
可
能
性
、

ま
ち
づ
く
り
の
方
向
に
つ
い
て
、ご
提
案
い
た
だ
き
ま
す
。

東
京
か
ら

こ
ん
に
ち
は

医師

しっかり三食、
睡眠が活力源

　

40
代
半
ば
に
東
京
か
ら
八
丈
島
に
あ

る
町
立
病
院
に
赴
任
。離
島
医
療
の
厳

し
い
現
実
に
直
面
し
な
が
ら
も
、緊
急
の

帝
王
切
開
手
術
、子
宮
筋
腫
の
手
術
も

し
た
。診
療
は
産
科
を
含
む
全
般
。気

さ
く
な
人
柄
か
ら
子
供
か
ら
大
人
ま
で

慕
わ
れ
、島
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
な

ど
に
招
か
れ
た
。半
年
余
り
の
勤
務
だ
っ

た
が
、離
任
の
日
に
は
蘭
の
花
な
ど
を
手

に
し
た
多
く
の
町
民
が
空
港
に
見
送
り

に
駆
け
つ
け
た
。「
私
が
島
に
い
る
間
に

出
産
し
た
い
と
言
っ
て
き
た
妊
婦
さ
ん

も
い
ま
し
た
。長
い
医
師
生
活
の
中
で
八

丈
島
で
の
勤
務
は
強
く
印
象
に
残
っ
て
い

ま
す
」。

　

毎
日
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
に
活
動
し
、78

　

内
科
医
を
経
験
後
、産
婦
人
科
医
の

道
に
進
ん
だ
。「
新
し
い
命
が
生
ま
れ
る

瞬
間
に
立
ち
会
う
の
は
素
晴
ら
し
い
で

す
し
、や
り
が
い
が
あ
る
と
思
い
ま
し

た
。父
親
が
産
婦
人
科
の
開
業
医
を
し

て
い
た
影
響
も
あ
り
ま
し
た
ね
」。

　

静
岡
済
生
会
病
院
の
イ
ン
タ
ー
ン
や
、

原
油
や
鉱
石
を
運
搬
す
る
大
型
油
鉱

船
に
船
医
と
し
て
乗
船
し
、中
東
、欧
州

１
０
０
日
間
の〝
航
海
〞に
同
行
し
た
。

帰
国
後
、東
京
慈
恵
会
医
科
大
学
附
属

病
院
の
産
婦
人
科
医
に
。「
外
来
、病

棟
、当
直
、手
術
と
多
忙
で
し
た
が
、充

実
し
た
日
々
で
し
た
」。

歳
の
年
齢
を
感
じ
さ
せ
な
い
。「
朝
昼
晩

三
食
き
ち
っ
と
食
べ
ま
す
ね
。睡
眠
は
だ

い
た
い
７
、８
時
間
。自
分
の
リ
ズ
ム
を

大
事
に
し
て
い
ま
す
。そ
れ
と
あ
ま
り

く
よ
く
よ
し
な
い
こ
と
に
し
て
い
ま

す
」。活
力
と
若
々
し
さ
を
保
つ
秘
訣
か

も
し
れ
な
い
。

　

20
代
後
半
、初
め
て
八
ヶ
岳
に
登
り

山
歩
き
が
好
き
に
な
っ
た
と
い
う
。富
士

山
に
次
ぐ
日
本
第
２
の
高
峰
・
北
岳
や

北
穂
高
岳
な
ど
難
所
と
言
わ
れ
る
山
々

を
単
独
踏
破
、足
腰
を
鍛
え
た
。今
も

三
浦
半
島
の
山
な
ど
を
歩
く
。

　

医
療
の
最
前
線
か
ら
は
退
い
た
も
の

の
、毎
週
１
回
、横
浜
市
内
の
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
を
訪
問
し
、お
年
寄
り
の
健

康
チ
ェッ
ク
を
し
て
い
る
。首
都
圏
の
医

療・健
診
機
関
が
実
施
す
る
健
診
業
務
な

ど
に
も
立
ち
会
う
。ま
だ
ま
だ
現
役
だ
。

　
「
静
岡
市
は
風
光
明
媚
で
食
べ
物
も

お
い
し
い
。こ
の
間
、七
間
町
を
歩
き
ま

し
た
が
、穏
や
か
で
い
い
。大
好
き
な
ま

ち
で
す
」と
話
し
、今
の
良
さ
を
失
わ
な

い
で
ほ
し
い
と
願
う
。お
気
に
入
り
ス
ポ

ッ
ト
は「
浅
間
神
社
の
社
殿
と
１
０
８
段

の
急
な
石
段（
通
称
百
段
階
段
）で
す

ね
」と
言
い
、「
石
段
は
高
校
の
柔
道
部

時
代
に
よ
く
駆
け
上
り
ま
し
た
」。

（
文・写
真
：
長
田
義
明
）

離
島
医
療
に
も
貢
献

「
大
好
き
な
ま
ち
」

柳澤弥太郎さん

Yatarou Yanagisawa
長野県布施村（現佐久市）生まれ。県立静岡高校卒業。1966年、三重県立
大学医学部（現三重大学医学部）卒業。静岡済生会病院インターン、県立
静岡中央病院（現県立総合病院）、三重大学医学部内科医局、大型油鉱船
「アトランテイク丸」の船医、東京慈恵会医科大学産婦人科教室入局、富士
市立中央病院、八丈町立病院、東京慈恵会医科大学附属病院、横浜市の
汐見台病院医長などを経て、現在に至る。78歳。
主に慈恵医大系の病院で勤務。「４万トンの大型油鉱船の船上から眺めた
ハレー彗星には感動しました」。



地産地消

　
「
ミ
ナ
ロ
ー
ザ
」は
、静
岡
大
橋
を
渡
り
、最

初
の
交
差
点
を
川
原
通
り
へ
左
折
す
る
と
す
ぐ

左
側
に
あ
り
ま
す
。

　

代
表
の
蒲
原
さ
ん
は
、母
親
の
癌
治
療・介
護

を
す
る
中
で
植
物
療
法
こ
そ
が
悪
性
腫
瘍
や

生
活
習
慣
病
の
治
癒
に
欠
か
せ
な
い
と
痛
感
。

植
物
療
法
を
研
究
し
、２
年
前
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

日
本
メ
デ
ィ
カ
ル
ハ
ー
ブ
協
会
公
認
の
シ
ニ
ア

ハ
ー
バ
ル
セ
ラ
ピ
ス
ト
の
資
格
を
取
得
、〝
美
と
健

康
〞を
テ
ー
マ
と
し
た
カ
フェ
を
始
め
ま
し
た
。

　

人
気
の「
バ
ラ
の
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
」に
は
、バ
ラ
の

実
で
も
あ
る
ロ
ー
ズ
ヒ
ッ
プ
が
茶
剤
の
中
に
使
わ

れ
て
い
ま
す
。レ
モ
ン
の
20
〜
40
倍
の
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ

を
含
み
、コ
ラ
ー
ゲ
ン
生
成
に
関
与
し
、シ
ミ
や
シ

ワ
の
予
防
、さ
ら
に
骨
密
度
の
強
化
、抗
酸
化
効

果
が
期
待
で
き
る
そ
う
で
す
。ク
レ
オ
パ
ト
ラ
が

美
貌
と
若
返
り
の
た
め
に
使
用
し
た
ハ
ー
ブ
が
バ

ラ
と
の
こ
と
。「
ウ
ス
ベニ
ア
オ
イ
の
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
」

は
、粘
液
質
を
多
く
含
み
、の
ど
や
気
管
支
の
腫

れ・痛
み
を
優
し
く
保
護
し
ま
す
。ま
た
、胃
炎

な
ど
に
も
効
果
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
大
エ
ビ
の
ド
リ
ア
」は
、何
度
も
水
産
会
社

と
試
作
を
重
ね
た
末
に
完
成
。エ
ビ
の
ミ
ソ
を
活

か
し
た
コ
ク
と
旨
み
が
拡
が
る
ソ
ー
ス
が
自
慢

の
逸
品
で
す
。「
お
花
畑
の
ハ
ー
ブ
ケ
ー
キ
」は
、

カ
ロ
リ
ー
控
え
め
の
天
然
甘
味
を
使
用
、見
た

目
も
味
も
最
高
の
自
信
作
と
の
こ
と
。

　

な
お
、同
店
で
は
毎
月
１
〜
２
回
、心
身
と
も

に
元
気
に
な
る
た
め
の
音
楽
会・講
座・ダ
ン
ス

パ
ー
テ
ィ
ー
等
も
開
催
し
て
い
ま
す
。ま
た
、自

ら
無
農
薬
の
ハ
ー
ブ
園
を
持
つ
蒲
原
さ
ん
は
、地

元
ラ
ジ
オ
局FM

-H
i!

に
第
２・４
土
曜
日
19
時

30
分
〜
45
分
に
出
演
し
、ハ
ー
ブ
の
魅
力
や
効

能
を
伝
え
て
い
ま
す
。

ハ
ー
ブ
の
力
で
薔
薇
の
よ
う
に

綺
麗
で
い
ら
れ
る
カ
フ
ェ

http://minarosa.com

【メニュー】

【営業時間】

【施　設】

【所在地】

Facebook,Twitter も「ミナローザ」で検索してください。

各種ハーブティー（バラ、ハイビスカス、マ
ルベリー、ウスベニアオイ、他）、オーガニッ
クコーヒー※ドリンクはすべて500円（クッ
キーまたはケーキ１ピース付き）、大エビの
ドリア1,200円、ハーブバーグドリア1,200
円、エスカルゴのハーブパスタ1,000円、
焼きチーズカレー800円。価格は税込
昼：11時～16時／夜：18時～22時（イベ
ント開催・予約時のみ）／定休日：水曜日
カウンター５席、テーブル席26名、
パーティ50名程度まで。駐車場11台
静岡市駿河区東新田2-5-27
TEL ０５４‐258-3002

「初の
左
側代

を
す

生
活

植
物

日
本

ハ
ー
バ

康
〞を人

実
で

れ
て

を
含

ワ
の

果
が

美
貌

手前から、大エビのドリア1,200円、お花畑のハーブケーキ２種、ウスベニアオイのハーブティー（青紫色）、バラのハーブティー（赤色）、ドリンクはすべて
500円でケーキ１ピース付き

森のなかま

カルビ一丁

東名静岡IC→インター通り
↑

JR静岡駅

コメダコーヒー
ニトリニトリニトリ

安倍川 静
岡
大
橋

静
岡
大
橋

静
岡
大
橋

蒲原章広氏代表



TEL（054）252-2121

静岡県信用保証協会

〒420-8710  静岡市葵区追手町5-4
アーバンネット静岡追手町ビル5階

浜松 支 店

本店 営 業 部

TEL（053）458-1212
〒430-8666  浜松市中区田町330-5

遠鉄田町ビル6階

沼津 支 店

TEL（055）926-0100
〒410-8691  沼津市米山町6-5

沼津商工会議所会館3階



総合物流業

代表取締役会長　小長谷修誠
代表取締役社長　山田　英夫

本社　静岡市清水区港町二丁目9番5号

東京・沼津・藤枝・御前崎・袋井・浜松・豊橋・名古屋・諏訪
バンコク・レムチャバン・ジャカルタ・上海・寧波・杭州・泰州

TEL 〈054〉353-2151
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